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令和２年第１回永平寺町議会定例会議事日程 

（１１日目） 

                          令和２年３月６日（金） 

                          午前９時００分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １ 議案第 ６号 令和２年度永平寺町一般会計予算について 

  第 ２ 議案第 ７号 令和２年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算につ 

             いて 

  第 ３ 議案第 ８号 令和２年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につい 

             て 

  第 ４ 議案第 ９号 令和２年度永平寺町介護保険特別会計予算について 

  第 ５ 議案第１０号 令和２年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算につ 

             いて 

  第 ６ 議案第１１号 令和２年度永平寺町下水道事業特別会計予算について 

  第 ７ 議案第１２号 令和２年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算につ 

             いて 

  第 ８ 議案第１３号 令和２年度永平寺町土地開発事業特別会計予算について 

  第 ９ 議案第１４号 令和２年度永平寺町上水道事業会計予算について 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１４名） 

 １番  松 川 正 樹 君 

 ２番  上 田   誠 君 

 ３番  中 村 勘太郎 君 

 ４番  金 元 直 栄 君 

 ５番  滝 波 登喜男 君 

 ６番  齋 藤 則 男 君 

 ７番  奥 野 正 司 君 

 ８番  伊 藤 博 夫 君 
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 ９番  長 岡 千惠子 君 

１０番  川 崎 直 文 君 

１１番  酒 井 和 美 君 

１２番  酒 井 秀 和 君 

１３番  朝 井 征一郎 君 

１４番  江 守   勲 君 

 

４ 欠席議員（０名） 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

町         長   河 合 永 充 君 

副    町    長   山 口   真 君 

教    育    長   室   秀 典 君 

消    防    長   朝 日 光 彦 君 

総 務 課 長   平 林 竜 一 君 

財 政 課 長   川 上 昇 司 君 

総 合 政 策 課 参 事   永 田 敦 夫 君 

会 計 課 長   酒 井 宏 明 君 

税 務 課 長   清 水 昭 博 君 

住 民 生 活 課 長   佐々木 利 夫 君 

福 祉 保 健 課 長   木 村 勇 樹 君 

子 育 て 支 援 課 長   吉 川 貞 夫 君 

農 林 課 長   野 﨑 俊 也 君 

商 工 観 光 課 長   森 近 秀 之 君 

建 設 課 長   家 根 孝 二 君 

上 下 水 道 課 長   原   武 史 君 

上 志 比 支 所 長   山 田 孝 明 君 

学 校 教 育 課 長   多 田 和 憲 君 

生 涯 学 習 課 長   清 水 和 仁 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長   坂 下 和 夫 君 
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書         記   坂ノ上 恵 美 君 

書         記   竹 内 啓 二 君 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前 ９時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（江守 勲君） 各議員におかれましては、何かとご多用のところご参集いた

だき、ここに１１日目の議事が開会できますこと、心から厚くお礼申し上げます。 

 なお、新型コロナウイルス感染予防のため、３月２日より議場に入場する議員、

理事者及び傍聴者を含め、全ての方に手洗いまたは消毒、マスク着用及び検温等

を行うこととしましたので、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 本日の会議事件の説明者として、町長、副町長並びに各課長及び各課補助員の

出席を求めてあります。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 本日の日程ですが、会議規則第２１条の規定に基づき、お手元に配付の議事日

程表により議事を進めてまいります。 

 それでは議事に入ります。 

～日程第１ 議案第６号 令和２年度永平寺町一般会計予算について～ 

～日程第２ 議案第７号 令和２年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて～ 

～日程第３ 議案第８号 令和２年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて～ 

～日程第４ 議案第９号 令和２年度永平寺町介護保険特別会計予算について～ 

～日程第５ 議案第１０号 令和２年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算

について～ 

～日程第６ 議案第１１号 令和２年度永平寺町下水道事業特別会計予算につい

て～ 

～日程第７ 議案第１２号 令和２年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算

について～ 

～日程第８ 議案第１３号 令和２年度永平寺町土地開発事業特別会計予算につ

いて～ 

～日程第９ 議案第１４号 令和２年度永平寺町上水道事業会計予算について～ 

○議長（江守 勲君） 昨日に引き続き、日程第１、議案第６号、令和２年度永平寺

町一般会計予算についてから日程第９、議案第１４号、令和２年度永平寺町上水
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道事業会計予算についてまでの第１審議を行います。 

 事前通告と併せて課ごとに審議を行います。 

 なお、重複質問及び通告以外の関連質疑は控えていただきますようお願いしま

す。 

 それでは、上下水道課関係、一般会計予算説明書１４０ページから１４２ペー

ジを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 上下水道課関係の一般会計につきましては、全協等、

これまで説明を行ったとおりでございます。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課関係、一般会計につきましては、全員協議会にお

きまして十分な説明をいただいております。議会としてもしっかりと確認をして

おりますので、質疑のほうは特にないでしょうか。よろしいでしょうか。 

 なければ次に、下水道事業特別会計を行います。 

 特別会計予算説明資料５７ページから６３ページの通告の回答を含めての補足

説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 下水道事業特別会計につきまして、通告がございま

したのでご説明をさせていただきます。 

 特別会計の予算説明書６０ページ右側の社会資本整備総合交付金について、で

ございます。 

 これにつきましては、主要事業の個表５３ページも併せてご参照願います。 

 この事業につきましては、令和２年度から令和６年度の５か年間で、志比浄化

センターの解体及び中央浄化センターの処理設備の更新を行うものでございま

す。 

 令和２年度は中央浄化センターの処理設備の更新計画の策定及び志比浄化セン

ターの解体を行うものでございます。事業費は５，７０７万３，０００円を予定

しております。 

 また、令和３年度は処理場の回転円盤装置等の詳細設計を予定しております。

事業費は３，０００万円でございます。 

 これを受け、令和４年から令和６年の３か年間で処理設備の更新を行う予定で
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ございます。 

 なお、この３か年間の工事費は２億４，０００万を予定しております。そのた

め、今回５か年の事業費の総額は３億２，７０７万３，０００円となる予定です。 

 以上でございます。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 まず初めに、通告者の質疑を許可します。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） よろしくお願いします。 

 ちょっと私、勘違いしていたかもしれませんが、このマネジメント実施計画と

いうのは全体的なところにも絡んでいるのかなと一瞬思ったので、例えば今おっ

しゃった志比浄化センターの云々とかそこだけじゃなくて、全体的なところもそ

のマネジメントのところでやっているのかと思ったので、そこら辺りになると大

体概略でいろんな形で前もおっしゃっていたと思うのですが、そういうふうなと

ころの総事業費とか、大体その計画がいつ頃までとか、「ざくっ」としただけで

も分かればなと思ってちょっとお聞きしたわけですが。これのマネジメントはこ

こだけのあれですかね。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 下水道事業のストックマネジメントにつきましては、

処理区といいますか、事業単位で行うものでございます。今年度、特環の事業地

区につきましては、ストックマネジメント計画を発注しておりますので、今年度

の中では資産全体の老朽度を判定して更新の優先順の決定等を行っているもので

ございます。今年度の結果の中で、早く更新したほうがいいというものについて、

やはり回転円盤装置の更新を急ぐというような結果が出ましたので、これを受け

まして令和２年度から、また処理場の回転円盤装置等を含めた設備の更新計画を

またストックマネジメントという名称になるのですが、それで立てて５か年間で

改修をしていくというものでございます。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 分かりました。ということは、それぞれのちょっとしたやつ

は全部ストックマネジメントでやっていくと。全体計画というのはまた別に、前、

やりましたね。何かそういう関係がいくよということですね。分かりました。 

 これが本当はその全体のあれを言っているのかと思ってので、ちょっと確認を
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させてもらいました。 

○議長（江守 勲君） それでは、通告に対する関連質疑ございませんか。よろしい

でしょうか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 説明書の６０ページの右側です。施設解体業務委託料とあ

るのは、これは解体の前の設計業務ということでよろしいでしょうか。 

 それと、この解体は令和２年度、いつ頃が解体終了と計画見込みしていますか。

確認します。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 施設解体業務委託料につきましては、志比浄化セン

ターを解体するための設計の委託料でございます。予定としましては、この委託

を８月までに終わらせて、その後、解体に取りかかって、令和３年２月末までに

施設を解体したいというふうに計画しております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、農業集落排水事業特別会計を行います。 

 特別会計予算説明書６４ページから６９ページの補足説明があれば説明を求め

ます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 農業集落排水事業特別会計予算につきましては、全

員協議会等において説明を行ったとおりでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） 農業集落排水事業特別会計につきましても、全員協議会にお

きましてしっかりと説明をいただいております。また、議会においても十分確認

をいただいております。 

 特に質疑はありませんでしょうか。 

 ないようですから次に、上水道事業会計予算について、上下水道会計事業予算

説明資料１ページから１１ページの通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 上水道事業会計予算につきまして、通告がございま

したのでご説明いたします。 

 主要事業の個表５５ページの有収率対策に絡むご質問でございます。 

 有収率が低い原因についてのことでございますが、現在、漏水調査につきまし
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ては、こちらとしましては給水装置の戸別調査を中心に行っているところでござ

います。平成３０年度は松岡左岸地区を中心に町全体の４０％の調査を行ってお

ります。また、今年度は松岡右岸地区や上志比地区など全体の３０％の調査を行

ったところでございます。来年度、令和２年度におきましては永平寺地区を中心

に残りの３０％を調査したいというふうに考えているところでございます。 

 平成３０年度に調査、修繕を実施した松岡の左岸低区地区の状況でございます

が、松岡左岸低区地区につきましては、この調査によって有収率が７１．６％か

ら８４．５％に向上しており、現在もその状況を維持しているところでございま

す。こういったことから、町としましてはやはり大きな原因は戸別の給水装置の

ところの漏水が原因ではないかなというふうに考えているところでございます。 

 ただ、本年度調査箇所となった松岡右岸地区や上志比地区につきましては、戸

別の給水調査に対しての修繕では大きく率が改善するということが見受けられま

せんでしたので、こういう地区につきましては今後、超音波の流量計を用いて、

本管自体の調査を実施していきたいというふうに考えているところでございま

す。 

 このように原因が複数あると想定されますので、今後は原因ごとの対応を求め

られることになるというふうに考えております。令和３年度までこの漏水の調査

を行って、そこから得られる情報を基に十分な検証をして対応をしていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 まず初めに、通告者の質疑を許可します。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 上水道の有収率の問題で、一つはこの有収率、やっぱり急激

に悪くなってきたのではないかなって思った時期がありましたね。８割の後半ぐ

らいはしばらくあったんかな。しかし、８割を切るようになってきたのがいつ頃

かな。そういう意味では、いつ頃からこんなに急激に悪くなってきたのか。 

 それと当然、僕らは素人ですから、そっちは歩いて専門的に調査した結果だと

思うのですけれども、上志比とか永平寺とか旧松岡ということで区別していろい

ろそれなりの数値も出てくると思いますね。やっぱりどこが多いかということで

はあんまり報告はない。以前は上志比ではないかという話があったようですね。

しかし今の報告聞いていると、それだけではなしに松岡も多かったという話があ



 －493－

るわけですから、その辺は本当にどうなのか。特にやはり７９％の有収率でとい

うこと書いてあるで、やっぱり２割以上の水が漏水しているということそれは大

きいのだろうと思います。 

 根本的な原因がどこにあるかということについては、今の話聞いているとやっ

ぱりよう分からんと。調査してみんと分からんという話ですが、その辺本当に苦

労はされているとは思うのですけれども、どうなっていくのかなというところで

の期待と不安もあるので、その辺は聞かせていただきたいなと思うのです。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 地区ごとの直近の有収率について、でございますが、

松岡地区は全体で８０．２％、ただ左岸地区は８５％近い有収率なのですが、右

岸地区が７２％程度ということで低い状況になっております。永平寺地区につき

ましては、全体的に高いということもあって現在約８０％の有収率でございます。

また、上志比地区は今年度調査と修繕に取り組みましたので、現時点では７５％

の有収率。これが町全体とすると７９％になるというものでございます。 

 これまでの調査、対応の仕方も、例えば音聴棒を使って道路のところで地下の

音を聞くというような調査手法がほとんどでしたので、なかなかエリアも広域で

すし、延長も長く、発見につながらないという問題がございました。 

 先ほどもちょっと触れさせていただきましたが、来年度からは超音波流量計を

使って本管の部分についても調査をしていくということで、実際、本管部なのか、

こちらが考えている給水装置のところでなっているのかということについて、調

査して検証していきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 実は私たちのところも最近まで、宮重、湯谷は簡易水道やっ

ています。ここもエタニックパイプが本管に大分使われているということで漏水

が大きいと。水源地そのものの水位が下がってしまうという話があったので、元

のところで超音波流量計をつけてやったところ、やっぱりすごく流れていると。

日に３００トンぐらい漏れているのではないかという話があったことがありまし

た。それは本管のところで分かって、あと下水道工事と同時に、当時の区長さん

と話して、一緒に直してもらおうと、布設替えしてもらおう、そのほうが安くつ

くということで進めた経過がありました。 

 これ、いわゆる有収率が悪いということは、例えば地震などの災害があったと

きに、単純に言えばほぼ破綻するというか、しやすい状況がやっぱり続いている
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と思いますね、長年にわたって。ここは非常に大事で、そのためには僕は、いろ

いろ成果に応じて報酬を払うというやり方も含めてかなりの効果もあったという

こともこれまで報告もありましたけれども、僕はやっぱりどこかで、地域によっ

ては２５％も漏水があるということが確認されている以上はそれなりの調査を一

気に進めることも含めてやらないと、なかなかイタチごっこみたいになってしま

う可能性もあるので、そこは十分考えてほしいと思います。 

 ただ、以前、旧松岡では松岡小学校など一晩で４０トン、５０トンって漏れる、

吉野小学校でもそういうことがありました。それがどこか分からんといって、結

局、全部めくらにして新たに配管し直すというような工事をやってきた経過もあ

るので、そこは本当にどうしていくのかって。これは地下にあるので大変だと思

うのですが、そこらは本当に、行政も一体になって進めることをやっぱり進めて

ほしいと思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この有収率は本当に水道課にとって大事な指標の一つです。

合併してずっとこれまで、なかなかこの有収率に目を向けてなかったときがしば

らくありましたが、今、やはりここを何とか上げていこうということで、今の上

下水道課、一生懸命あの手この手、いろいろな手を考えながら、また開けてみて、

ここがちょっと、工事の内容等もここがちょっと駄目でこういうふうになったの

だなという、一つ一つ検証しながらどういうふうに上げていくか。また、毎回、

庁内会議というのをやっておりますが、そこでも上下水道課、常にこの数値につ

いては上げてきていただいて、一生懸命取り組んでおります。 

 今、イタチごっこという言葉もありますが、それを乗り越えるようにあの手こ

の手でこの有収率について一生懸命やっておりますので、その一生懸命やってい

る結果も少しずつ成果に出てきているところもうれしいところですが、さらに気

を引き締めて目標に向かって頑張っていきたいと思いますので、いろいろなご指

導、また提案等いただければと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） それでは、通告に関する関連質問ございませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 本格的な調査で多分、施設の更新がどこかの時点で必要な

んかなと思うのですけれども、そうするとかなりの費用がかかると思いますが、

それらの計画というのはいつ頃示されるのでしょうかね。そんなことはないので
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すかね。もう出ているのでしょうか。 

 それと、その中でやっぱり財源確保という中で、たしか監査委員さんも積立金

とあと借金の計画をきちっとしなさいということで、特に積立金をというような

ことをおっしゃっていたのですけれども、それらも今年度何か工夫されているよ

うなところはあるのですか。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 水道管の更新につきましては、今、永平寺町で布設

されております水道管につきましては、先ほどもご質問の中にもありました下水

道事業に合わせて布設替えを行ってきているものですから、耐用年数的にはまだ

３０年程度のものが多いかなと思っているところでございます。一般的な法定耐

用年数５０年と言われておりますので、まだ本管の更新時期としては早いかなと

いうふうに判断しているところでございます。 

 ただ、これにつきましては水道の、以前に調査しましたアセットマネジメント

計画の中で耐用年数も見ながら今後の更新事業費というのは出しておりますの

で、かなりな金額というふうになりますので、当然それに向かって必要なお金を

積み立てる、そのための料金体系をどうしていくか等も含めて今後十分に検討し

ていかなければならないということは感じているところでございます。 

 ただ、今回はこちらとしましてはまだ本管部での漏水というのは少ないかなと

いう判断で、給水装置のほうを主に対応させていただいておりますが、来年度か

ら実施する超音波流量計を使った調査の中で、もし仮に本管部がひどいというよ

うなことが判明すれば、当然前倒しをして実行していかなければならないという

ことも十分考えられますので、その調査結果を受けて対応、判断をしていきたい

というふうに考えているところです。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 今の質問の関連ですけれども、個表の５５ページです。こ

こに有収率９０％を目標ということで、これ令和３年度、この事業の最終年度に

９０％にしましょうということですけれども、低いところで７０％台とかという

現状があるのですけれども、これ９０％に持っていくために例えば今でしたら令

和２年度の目標値があって、どこを攻めていくのかと。令和３年度、残り２年間、

そこを３年末に９０％に持っていくということですけれども、単年度ごとに計画、

どこの地域を重点的に攻めていくのか調査して、具体的に工事が発生するわけで
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すよね。そういった非常に調査して、そして工事ということですから予算的に非

常に見づらいのですけれども、その事業計画としてターゲットを、ＫＰＩじゃな

いですけれども、ここまで持っていくのだというような計画、見通しというのは

持っておられるのですか。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） この有収率向上対策につきましては、令和元年度、

本年度から令和３年度の３か年で、現在、３０年度の結果が、有収率が８０％で

したので、その後３か年で年３％程度ずつ上げていって、福井県の２９年度の有

収率の全市町の平均が９０％ですので、その平均であります９０％までは上げて

いきたいというふうに考えているところです。 

 やり方としましては、当然地区によって住んでいる人の数も違いますし配水量

も違うので、例えば配水量が少ないところで率が低いところを上げていくのか、

例えば松岡の左岸低区のように人口が密集しているところの有収率を上げるのが

効果につながるのか、いろいろあるところですが、そういったことも踏まえて９

０％に向けて、毎年毎年の調査結果でいろんな原因が分かってきますので、それ

も含めて次の対策を打っていくということで取り組んでいきたいというふうに考

えているところです。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ３番、中村君。 

○３番（中村勘太郎君） 先ほどから説明を受けて、ちょっとどうあれしたらいいか

はちょっとあれですけれども、松岡地係の左岸、右岸の有収率ですか。特に右岸

のほうの七十ウン％のところで、ちょっと自分も分からないのですけれども、本

町上下水道課が、要するに何％、今七十数％の有収率で、これは基準レベルでい

うと改修基準点というんですかね、危機管理基準というレベルで表すと、どのぐ

らいの数値というとおかしいけどレベルぐらいなんかなと思いまして。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） なかなか難しいところではあるのですが、全国的に

も見ますと、やはり８０を切ってくると何らかの対策を考えていったほうがとい

うことで取り組みをされるところが多いのが現状です。永平寺町におきましても

実際８０を切るという事態になりましたので、漏水調査に取りかかっているとこ

ろでございます。 

 ただ、今回の調査は台帳整備も義務づけられておりますので、この台帳整備で
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管路の調査をする必要がございますので、その台帳整備の調査とこの漏水調査と

を併せて行っているということもありまして、そういったことで令和３年度まで

かけて調査していきたい。 

 ただ、一回調査したら終わりではなくて、当然今回、インセンティブ契約も結

んでおりますので、請負業者としましても調査したところでも結果が出ずに上が

らなければ何度でも調査に入ってということで対応していただいておりますの

で、そういったことで率を上げる努力をしていきたいというふうに考えています。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 一つだけちょっとお願いします。 

 上下水道会計の４ページのメーター取替えはたしかずっと計画的にやられると

おっしゃっていたと思います。今年は３００万ですが、大体何年かけて永平寺町、

松岡を替える計画だったかなと思ったので、ちょっと確認をしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） メーター取替えにつきましては、計量法でメーター

は８年で検満というのがございますので、当然その検満切れを迎える前に順次、

こちらとしましては今のところ７年目になった段階でメーターを交換していくと

いうことで計画的に取り組んでいるところでございます。 

○  （    君）             。 

○上下水道課長（原 武史君） 地域といいますか、当然もうばらばらですので、そ

の検満切れを迎える前に迎えてしまうものを取り替えていくということでやって

おりますので、年によって多かったり少なかったりするということになります。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、永平寺支所関係、一般会計予算説明書１４３ページから１４４

ページを行います。 

 補足説明があれば補足説明を求めます。 

○議長（江守 勲君） 永平寺支所長。 

○上志比支所長（山田孝明君） 永平寺支所については、去る２月１８日の全員協議

会の場におきまして予算の説明をさせていただきました。今回の補足説明として

は、それでよろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 永平寺支所関係、一般会計予算につきましては、全員協議会

におきまして十分な説明をいただいております。議会といたしましてもしっかり



 －498－

と確認をしておりますので、質疑はよろしいでしょうか。 

 なければ次に、上志比支所関係、一般会計予算説明書１４５ページから１４６

ページを行います。 

 補足説明があれば補足説明を求めます。 

 上志比支所長。 

○上志比支所長（山田孝明君） 上志比支所の当初予算につきましても、去る２月１

８日の全員協議会の場におきまして予算概要について説明をさせていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） 上志比支所関係、一般会計予算説明書につきましても、全員

協議会におきまして十分な説明をいただいております。議会といたしましてもし

っかりと確認をしておりますので、質疑はよろしいでしょうか。 

 なければ次に、消防本部関係、一般会計予算説明書２１４ページから２２１ペ

ージを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） それでは、令和２年度の消防本部一般会計の通告ありまし

たことについてご説明をさせていただきます。 

 予算説明書２１９ページをお願いいたします。 

 非常備消防事務諸経費のマイナスの要因につきましては、大きな要因は令和元

年度の予算には昨年１１月に横浜で開催されました第２４回全国女性消防操法大

会出場における選手７名の出場旅費５０万円と、出場するための軽可搬ポンプ一

式購入の備品購入費１１９万円を計上しておりました関係上、令和２年度は全国

大会に出場いたしませんので必要がなくなり、その結果マイナスの要因となって

おります。 

 また、同じ理由により、右側の消防団員費につきましても、全国女性消防操法

大会に向けての選手の訓練に伴う費用弁償１０８万円が発生いたしませんのでマ

イナスとなっております。 

 続きましてのお尋ね、昨年の台風１９号時はハザードマップどおりに洪水が発

生した。これらの災害現場への急行ができるのかとのお尋ねにつきましては、現

在、消防署の災害現場への出動車両につきましては、消防車、救急車、救助工作

車とも四輪駆動車のため、道路状況にもよりますが進入可能と考えております。 
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 万が一洪水により浸水地域への出場につきましては、現在の水難救助隊が保有

しておりますボート２機を含めた資機材で対応できると考えており、消防では常

に日頃から車両の大きさごとに管内調査を実施し、災害地点への進入路の確認を

行っております。また、一昨年の大雪時の救急出動時での経験を踏まえまして、

詳細な迂回路についても調査を行っているところでございます。 

 町におきまして、令和２年度洪水ハザードマップが改定されますので、それに

伴い消防も対応を図ってまいりたいと考えております。 

 また現在、消防では建設課と協力し、天気予報で大雨が予想される場合には前

もって土のうを設置している一方、分散して土のうを整備、備蓄しております。 

 次に、想定外で起きた崖崩れへの対応のお尋ねにつきましては、現場到着に時

間を要する場合などには福井県広域消防相互応援協定に基づきまして近隣消防へ

の応援要請や福井県防災航空隊による隊員の先行投入を考えております。 

 今後、消防といたしましては防災訓練の指導に当たる際に、住民の方に大規模

な地震や水害、大雪などでの道路状況により現場到着が遅れる可能性があること

を説明し、本庁生活安全室と協力して自主防災組織の重要性や初期消火訓練や応

急手当ての普及活動を行っていきたいと考えております。 

 以上、消防本部関係の説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私はハザードマップ活用ということで、今年見直されるとい

うことで、それらについて、消防は抜かりなくやられていると僕は思います。そ

れの専門部隊ですか、頼りになる部隊だと思っているのですが、ただ、やっぱり

地域によっては道路が寸断されたときにその地域にどう救助に入るかということ

も含めて心配なこともないわけではないわけですね。特に火災の多いうちらの地

域では本当に消防がいつ来てくれるのかというのは不安にもなりますから、その

辺は十分お願いしたいと思います。 

 ただ最近、新聞の報道であったのですが、例えば東京の戦争のときの大空襲の

ときに、気合で消せというようなことで消火活動に取られることで死者が増えた

ということもあるのですね。いわゆる地域の大火、災害時の大火、神戸なんかで
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もありましたけれども、巻かれないようにするためには一定時期、やっぱりそれ

を見切って避難することも大事だと僕は思います。 

 そういう意味では、そういう災害時の問題とか、村によっては消防車が通れな

い道路も、最近また話題になってきましたけれども、幅員が２メートル以下の狭

い道路なんかもあったりしますから、区道があったりしますから、そこらはどう

か。町道でいとう４メートル以下の道路ってかなりありますから、それらに対し

てもやっぱりそれなりの、消防は常にそういうところを見てやっていると思いま

すが、いざというときに知らないと通れないところもあるということですから、

災害時にはそれらを避けて、本当に火事の現場にどう駆けつけるかということは

非常に大事だと思います。 

 心配するのは、例えばうちらの地域の火事の場合見てみますと、一つはやじ馬

で道が塞がれています。もう一つは、地区の人たちがホースを消火栓につないで

放水、大体消防車来るまでに先に始めているというのが僕の経験からも多かった

のですが、ホースがどんどんどんどん出されてくると、もうそこへ消防車もなか

なか入れなくなってしまう状況もあるわけで、そういうふうなときにはどうする

かということも含めて研究はされているのだろうとは思います。 

 そういう意味では、特に今年はハザードマップの改定が出てきますので、それ

に対応した、住民が少しでも安心できる体制を取ってほしいということから質問

に書かせていただきました。 

○議長（江守 勲君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 今、議員の仰せの車両が通行しにくい箇所につきましては、

糸魚川の大火がございましたので、それに基づきまして重要地点、細い道がある

ところを、重点的に今調査を行っているところでございます。また、やじ馬の対

応につきましても、２年前ぐらいからサイレンの吹鳴を、そういう意味でしない

ような対応を図っているところでございます。 

 今後も消防といたしましても十分な調査を行ってまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 消防がある町ということで、５年前から総務課のほうへ消防

の署員を派遣していただいて、また、その署員が消防に帰っていくことによって、

災害、火災のときの行政と消防現場との連携というのは密に行っております。 

 この前の大規模火災のときも交通整理、今、消防から来ていますので、消防の
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皆さんが活動するに当たって行政は何をしなければいけないか。それは消防に確

認するのではなしに、先に交通規制を行政側がしたり、水分を消防団とか消防署

員にそういったものを補給したり、そういったのは言われなくてもできるような

体制。また、あの火災のときは行政職員を消防本部のほうへ事務的なサポートで

数名送ります、これはやはりこの５年間、ずっと派遣をしてもらって、またその

職員が帰っていて、またその中でずっと連携を取って。今回のハザードマップに

ついても、一時期よりは物すごく消防と行政との連携が密になっておりますので、

併せてハザードマップ、どこが危なくて、いざというときには消防はこの部分を

補って、行政はここでサポートして、大規模のときにはお互いどういうふうに連

携して分担するか、こういったこともしっかり話し合っていますし、これからも

しっかり課題が増えてくると思いますので、また連携を密に深めて取り組んでい

きたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 町に消防がある町としては、それはそれで評価するのですが、

消防署のところから一番遠い地域にある我々としては、その辺ではちょっと不安

なところがあります。 

 今の永平寺支所の横に本部ができた当時、吉野には中部縦貫道を通っていける

からそんなに遠くないのだという説明が当初ありました。現実的にはそうではな

かった。僕は、もしもそういう緊急時にどうするかという意味では、中部縦貫道

というのはある意味ネックになるわけですね。それでこの役場の前を回って吉野

へ行くということになっているのですが、例えば考え方として、あそこに信号機

をつけて、いわゆる反対車線を通れるようにするというようなことなんかもあっ

ていいのかなと。そういうことを考えると。それは区分されていますから、右側

を走るということは現実的にはできませんよね。ポールも立っていますから。で

も、信号機をつけて、そういうのをきちっとすることも、僕は消防がやっぱり一

番遠い地域としては、越坂も十分通れない、越坂の峠も通れない中では、そんな

ことも本当は考えてもらっていいのではないかなって、ちょっと思ったりします。 

 最低限、あそこの交通量がどうなんかという、要するに越坂のトンネルを回っ

ていったほうが早くなるかどうかということを判断できるようなカメラを設置し

て、本部でもそれを確認できるような状況だけはどこかでつくってほしいなって

思っています。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） おっしゃるとおりだと思います。本当に今、インフラがあっ

て。ただ、今もしあそこを通ったときに出られなくなるという心配の中で通って

ないのですが、最先端技術といいますか、そういったカメラとか、あそこは国交

省のカメラもありますので、それを使わせてもらえるのかどうかちょっと確認し

なければいけませんが、そのカメラを確認して出動する。そういったことも視野

に入れていかなければいけないな。せっかくできた道ですから、有効に使ってい

くということは大事かなとも思っておりますので、いろいろな点で考えていきた

いなと思います。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） しつこいって言われるかもしれませんけど、消防署を真ん中

に集めるという根拠のもう一つは、防災道路が完成したらあそこへ移転するとい

う話でいしたね。現実的に防災道路にならなかったわけ、中部縦貫道。    

      なと。現実的に下の信号で車は止まって、側道にたまる、渋滞する

というのは、見ている限りでは朝なんかもやっぱりかなり長くなりますけど、お

盆なんかも現実的には詰まってしまうということはあるわけですね。僕ら地元が

通ってみると。 

 そんな状況があるので、本当はトンネルの出口から吉野の村の側道に入れるエ

スケープ道路みたいなのも条件として確保できる条件があれば考えてもらっても

いいのかなということも含めて思っています。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 本当に防災道路の位置づけの中で真ん中に持っていった。昨

日も建設課の中でお話しした東古市のバイパスの話、あれも近く、中縦へアクセ

スをよくできるということで、しっかりと防災道路についても考えていきます。 

 もう一つやっぱりご理解いただきたいのは、もしあそこが何か詰まった場合に

はということで、そういったことも想定して消防は動いております。 

 ただ、それをカメラとかいろんな技術で、先ほど申し上げましたが何％までリ

スクがなくなるぐらいに落とせるか、それも一回しっかり検証しながらやってい

かなければいけないと思いますが、これは前向きにちょっと考えていきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 中部縦貫の通行に関しましては、定期的に消防は調査を行

っております。朝時間帯の混み具合、それから日によっての混み具合、それも定
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期的に調査をしまして、随時、情報を得ながら対応していっております。今後も

それを続けていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） 次に、通告に対する関連質疑を許可いたします。 

 関連質疑ありますか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今、去年を振り返りながら台風１９号と、あと町長の口か

らも大きな火災があったということで、本町にとっては非常に大きなものだった

なと思っております。 

 たしか６月２０日でしたよね、去年の。出火されて死者も出されたということ

で、これを基に、今回新たな新規事業もされているわけですけれども、実際、も

しもスプリンクラーがあるとか、あるいは本当に避難訓練が十分されていたかど

うかというふうなことも少しマスコミでも問題視、ちょっとなっていたかと思う

のですが、それらの対応について、今回、新規事業も含めて、町民の皆さんに安

心・安全の要である消防としてはどのようなことを考えていらっしゃいますでし

ょうか。 

○議長（江守 勲君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 昨年の６月２０日に工場火災がありまして、その後、こち

らのほうで緊急にその工場に近い、よく似たところを査察、そして指導をしてま

いりました。それに伴いまして点検報告という報告がございますので、その率が

昨年までは３３％ぐらいだったのですけれども、これにつきまして査察や、こち

らのほうから通知を出しまして、緊急に通知を出しましたところ、現在、大体４

１％まで上がってまいりました。これを踏まえまして、今後も査察並びに通告の

はがきを出しての新規事業を計画したわけでございます。 

 今後もその計画に基づきまして査察に行ったときに避難訓練とかそういうこと

もできますので、そういう面で火災の予防に当たってまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今年度の目標が８０％、そして非特定防火対象物が６０％

以上というふうに書いてありますので、ぜひそれに向けて努力をしていただいて、

本当に二度とああいうふうな惨事にならないようにひとつ頑張っていただきたい

なと思います。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 
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 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） お願いします。通告になかったのですが、個表の主たる事業

の７２ページのところです。 

 こういう形でシステムが強化されて非常に私喜んでいます。それから、必要経

費はこのランニングコストはそれの使用料としてなるのだろうと思うのですが、

この中の要は１１９通報が困難な方々の要はアプリで、スマートフォンなどでで

きるという形が出ている、そういうのが設定されたということで、これの例えば

対象者となる方々、特に当町に住んでいらっしゃる方がいらっしゃると思うので

すが、当町でない方からも当然ありますが、これのＰＲ、例えばその個人にそう

いうのができましたからぜひ活用してほしい。それは当然アプリを入れてもらう

ところがあると思うのですが。それとか対外的にそういうふうな形も含めてこう

いうことをやっていますよというＰＲと、あと当町のそういう対象者の方々に対

してのフォローはどのようにして行うのか、ちょっと確認したいと思います。 

○議長（江守 勲君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 今のお尋ねですけれども、こちらのほうにつきましては福

祉課のほうに確認をしながら把握して、それを基にこちらのほうからお声がけを

したいかなと思っております。 

○２番（上田 誠君）            。 

○議長（江守 勲君） 上田議員、通告に対する関連質疑なので。 

○２番（上田 誠君）      そのほかって      。 

○議長（江守 勲君） いやいや、通告に対する関連質疑でほかありませんかです。 

 ほかありませんか。 

○  （    君）       。 

○議長（江守 勲君） いやいや、通告に関する関連質疑以外は認めていませんよ。 

 よろしいですか、中村議員。 

 ３番、中村君。 

○３番（中村勘太郎君） 今、金元議員からのハザードマップの活用とか云々で詳し

く説明もありました。 

 それで、理事者のほうも去年の全国的な洪水、ゲリラ豪雨であったそういった

ことで、今、九頭竜川では国土交通省とか建設で河川改修工事、そういった砂利

とかそういうものを取って安全面考慮しているというような作業をしております

が、そこで例えば御陵地区の五領川用水が区内に流れておりますが、その吐き口
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が、町長もご存じだと思いますけど五領川下水道のあそこへ排水していると。で、

本流の九頭竜川へ排水していると。そこで、それが通常は適切な流れで排水を行

う様ですが。それもそこの堤防の上に排水管理システムですか、あれが自動的に

なったり、手動でしたりとかという操作があるのですけれども、それはそれで結

構ですけれども、洪水、要するに増水したときに、またそれが何のためにあるか

というと、九頭竜川の水が今度御陵地区に入ると。要するに五領川下水道組合と

か、または領家のほうに入って増水してくると、逆流します。 

 そういったところで門を閉めるのですけれども、その後の対応ですね。その後

の対応というのは、そこに例えば想定、ちょっとイメージしていただきたいので

すけれども、そういった増水した場合には、永平寺地区がそういうゲリラ豪雨に

遭った場合に相当な雨水が流れてくると思います。たまります。それが、御陵地

区の場合に、要するに地区が低くなっているので、九頭竜川に排水、流れていか

ない、逆に入ってくる。そこで、なお輪をかけてたまってくるというようなとこ

ろでの、その対応ですね、排水対応。 

 それを、ちょっと耳に入れたところでは、要するにやっぱりポンプアップで堤

防上から本流へ流すと、排水するというようなことが考えられるのですけれども、

そういった対応、消防での対応とか、行政での対応とか、そういったことをまず

考えられているのかなというようなことを、ちょっと。 

○議長（江守 勲君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 昨年の台風１９号の地域を見ますと、消防車両を出動させ

まして、ポンプを使いながら排水をしている映像を見ました。当然、うちのほう

でそのような洪水が発生した場合は、消防でも対応していきたいと考えておりま

す。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ちょっと所管は今ここにいないのですけど、河川事務所に確

認したところ、そういうポンプ車をあそこに入れて排水することは可能だという

ことを聞いておりますし、そういったときには行きます。 

 また、おっしゃるとおりあそこの根本的なところ、これはどういうふうにした

らいいのか。川が増えると逆流してくる。御陵の排水ができなくなる。水がたま

る。こういったことがどうなるかというのも今、ちょっと高度な検証になります

ので、そこも併せて今やっております。 

 ポンプ車は可能だということは確認できております。 
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○議長（江守 勲君） ３番、中村君。 

○３番（中村勘太郎君） 町長おっしゃるとおり、今努力して考えておられるという

ことで、消防のほうにもそういった対応をきちんとできるように訓練するという

ようなことをしていただきたいのですけれども、とにかく現場が現場ですので、

夜間になりますと、ああいう堤防上は北側からぐっと五領川下水道を回って堤防

の上を走ってきて、その位置に来ることになるのですね。だから直接、五領川か

らぽんと入れないところですわ。 

 ですから、そういったことも想定だけでなしに、ちゃんと検分して、夜間でも

対応できるような、そしてどこに配置したらどこに排水するため、消防車を動か

す事ができるか。それも何台そういうふうなことが対応できるかというようなこ

とも調査しておいたほうがいいかなと思いまして。 

 ありがとうございます。 

○議長（江守 勲君） 関連質疑、ほかありませんか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

（午前１０時００分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時１０分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、住民生活課関係、一般会計予算説明書４２ページから５３ページを行い

ます。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） それでは、通告の答弁のほうをさせていただきま

す。 

 まず、４３ページをお願いいたします。一般会計４３ページ、お願いします。 

 通知カード・個人番号カード関連事務負担金の昨年比減額はということでござ

いますが、この負担金につきましてはＪ－ＬＩＳのほうに支払いますが、国より

提示された額でございます。 

 令和元年度におきましては、旧姓併記対応に係るシステム改修経費を盛り込み

ましたので増額となりましたが、終了ということで減額ということでございます。 

 なお、令和２年の予算計上につきましては、平成３０年度決算額とぼぼ同額と

なっております。 
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 また、住基カードの申請件数と申請件数目標はあるのかということでございま

すが、本年２月２３日現在におきまして申請件数は２，８２９件、人口比１５．

２％となっております。また、県全体では１１万４，７４８件ということで１４．

５９％の状況でございます。 

 現時点での目標としましては、令和４年度末に９４％となるような目標を立て

て、窓口での申請を簡略化する等、そのほか広報等でその利便性等をアピールし

ていきたいと考えております。 

 続きまして、４３ページ左をお願いいたします。 

 戸籍システムの改修業務の頻度はということでございますが、ここ合併以降に

おきましては、軽微な改修ということで、全て保守契約内で行われたものでござ

います。 

 令和２年度におきましては、附票情報の中に個人番号情報を加えて利用価値を

高めるための改修と、また令和４年度に全ての自治体窓口で戸籍の取得を可能と

するためのネットワークづくりを行う改修を実施します。また、令和４年度にお

きましては、このネットワークを活用して戸籍の発行ということで再度改修が行

われると伺っております。 

 続きまして、４６ページ右側をお願いいたします。 

 段ボールコンポストでございますが、当初予算５０基ということで、令和２年

度初めての事業ということで今回５０基ということで計上させていただきまし

た。 

 各会合等で簡単な操作の説明等を行いまして、関心のある方にキットを提供し、

その方の体験を通じて口コミで広まることに期待したいと考えております。また、

広報等につきましても特集等を組みながら、その有効性について周知していきた

いと考えております。 

 コーヒーの出がらしとか、あと堆肥で作った野菜を売るようなネットワークづ

くりをしてはというご提言でございますが、確かに段ボールコンポスト、臭いに

対する不安がネックと思われております。悪臭はないというふうに聞いているの

ですけれども、コーヒーを入れるということでイメージ的にもアップされると思

われますので、説明時に加えて行いたいと思っております。 

 また、事業の拡大や関連ルートにつきましては、今後、検討したいと思います

ので、またいろいろな情報ありましたらご提供のほうをお願いしたいと思います。 

 次に、周知、動画等を使ってはどうかということで、広報紙、ホームページを
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有効に活用してＰＲに努めていきたいと考えておりますが、動画につきましては

非常にインパクトのある周知になると思いますので、今後検討していきたいと考

えております。 

 ＰＲと配備計画につきましては、今ほどの回答ということで省略させていただ

きます。 

 続きまして、４７ページ左側をお願いいたします。 

 ポスターコンクール関係、あと環境美化推進員のテーマということでございま

すが、確かに議員仰せのとおり、ポスターのほかに作文とか川柳とか考えられま

すので、今後、教育委員会と協議して進めていきたいと考えております。 

 また、学習会のテーマでございますが、令和元年度につきましては気候療法の

講演会にさせていただきました。平成３０年度におきましては、「今年の暑い夏

と地球温暖化」というテーマで１地区、「私たちの暮らしと電気」で２地区行っ

ております。 

 ４９ページ左側をお願いいたします。 

 急速充電器関係でございますが、現在、県内に１５の道の駅がございますが、

全てに充電設備は整備されております。そのうち１０駅につきましては、課金装

置がついており、５駅につきましては無料というふうになっております。 

 当初からなぜつけなかったのかということでございますが、設置時におきまし

ては利用件数等の見込みがつかめず、通信費に関して年間５万円強かかるという

ことから設置しないというふうな状況でした。 

 続きまして、５０ページ左側をお願いいたします。 

 気候療法関係でございますが、県内外より問合せ等がございまして反響は大き

かったと感じております。今後につきましては、福井大学と連携しながら年２回

の体験事業と、そのうち１回は講演会を併せて開催したいというふうに考えてお

ります。 

 続きまして、５１ページ右側をお願いいたします。 

 委託料の積算としましては、ステーション等の数を基に必要とする車両を推計

し、その車両の維持経費、そして収集運搬に係る燃料費、あと必要とする人件費

で積算を行っております。人件費以外につきましては、前年度と変更なしという

ことで積算しておりますが、人件費におきましては社会実情等を考慮しまして０．

８％増というふうにさせていただきました。 

 続きまして、５２ページ左側をお願いいたします。 
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 広域圏負担金の詳しい内容ということでございますが、広域圏負担金につきま

しては事業によって６つの項目がございます。 

 まず、全体的な事務費等の経費であります塵芥処理施設負担金につきましては、

前年度と比べまして９１３万１，０００円減の１，８９９万１，０００円となっ

ております。この減の理由につきましては、平成３０年度、令和元年度に搬入路

の改修工事を行いましたが終了したためでございます。 

 次に、焼却施設負担金につきましては、９万８，０００円減の７，８９６万１，

０００円でございます。 

 次に、破砕施設負担金につきましては、１１６万円増の５１８万１，０００円

でございます。これにつきましては、資源ごみの売却価格が大幅に減少している

ため負担金の増につながったということでございます。 

 次に、塵芥処理施設建設負担金につきましては、改修等の起債の償還でござい

ますが、これにつきましては３，６９６万８，０００円増の４，４０１万６，０

００円というふうになっております。これは延命化に伴う元金償還金が始まりま

した。全体としまして３億円の増ということで、当町におきましても３，７００

万円程度の増になっております。この増の期間につきましては、令和２年から令

和８年度という期間でございます。 

 次に、余熱館負担金、これは４１０万７，０００円増の１，０６６万５，００

０円となっております。増の理由としましては、令和２年度、指定管理者の新た

な期間が始まるため修繕等を行うということで増額となっております。 

 最後に、最終処分場負担金につきましては、２３３万９，０００円減の１３２

２万３，０００円となっております。これは最終処分場の防水シートの貼り替え

が３１年度単年度事業ということで終了したことによるものでございます。 

 次に、主要事業の１９ページをお願いいたします。 

 不法投棄防止関係でございますが、河川敷や林道への不法投棄がなくならない

状況でございます。不法投棄は法律違反であり罰則規定もあることを強く周知す

るとともに、防止看板の作成枚数を増やしまして、内容につきましてもその箇所々

の状況に合わせた数種類作成いたし、また、設置場所につきましても地域の実情

に詳しい区長さんとか環境美化推進員さん等の情報を得ながら進めていきたいと

考えております。 

 また、各区からの要望等が多いようであれば、また補正等も考えていきたいと

いうふうに考えております。 



 －510－

 また、不法投棄のパトロールにつきましても、シルバー人材センターに委託し

て年３０回程度行っておりますが、加えて中枢都市連携事業の中の一環としてパ

トロールございますので、加えた形で強化していきたいと考えております。 

 以上、一般会計の説明とさせていただきます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ４７ページと５０ページの２つをお願いします。 

 先ほどポスターコンクールの話ですけれども、ポスターもいいけれども、先ほ

ど作文とか川柳も考えていらっしゃるということで、私、一番言いたかったのは

作文のほうですけれども、川柳もいいと思います。 

 というのは、教育長の説明にもあったと思いますけれども、結構環境問題とか

こういう公害問題というのは私どもの世代よりも今の子どもたち、はるかに教材

で何十時間もかけてとか、あるいは英語の教科書でさえ載っているようなことで、

もちろん国語も社会も理科もみんなあらゆる教科がこの環境問題をやっていると

思います。だから、我々の世代よりもはるかに今の中学生たちのほうが感性とい

うか、我々よりも鋭いものがあると思うので、彼らがどんなことを考えているの

かということを知りたいところであります。ぜひお願いしたいと思います。 

 環境美化推進員の環境学習会のテーマはどんなんかということでお話しいただ

きましたけれども、どうですか。１回の会合についてどのぐらい集まりますか。 

 それともう一つ最後の最後に、気候療法ですね。私、何年か前にこの先生の講

演を聞いて、ああ、いいなと思って、その方をやったときに、去年もチャンスが

あったのですが、なかなかチャンスに恵まれなくて行けなかったのですけれども、

気候療法の気候という字がこの気候でちょっと勘違いされやすい場合もあるので

すが、非常にこの先生一生懸命やっていらっしゃって、私もいいなと思っている

ので、これが徐々に徐々にこの永平寺町でも高まってくればいいなと思っていま

す。どんな状況ですか、これは今の。それを教えてください。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず、ポスターの代わり、この辺夏休みにお願い

している関係と、その成果品を大勢の方に見ていただきたい。学生さんの負担と

かも考えながら教育委員会と、ポスターありきではない形で教育委員会と相談し
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ていきたいと考えております。 

 あと、講習会の人数につきましては、松岡地区、永平寺地区、上志比地区とい

う形で３回に分けてやっているのですけれども、おおむね半分程度の方、ただ残

念ながら去年の気候療法につきましてはちょっと少ないような状況でした。 

 次に、気候療法につきましては、本当に反響が大きいといいますか、ただいか

んせん、ちょっと天候に恵まれない状況があったのですけれども、福大の先生も

非常に熱心で、かつ永平寺町、３６０度活用できる地形という恵まれたところに

ございますので、ぜひ今後も続けていき、環境だけでなくて健康面で大きくプラ

スになると思いますので、今後とも続けていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １２番、酒井秀和君。 

○１２番（酒井秀和君） ４３ページ右側のマイナンバー関連事業のところで、私、

住基カードのことを聞いているのですけれども、現在、１５．２％で、３年後、

令和４年度末に９４％ということでかなり高い目標になっているのですが、大体

３，０００人で１５％ぐらいになるのですかね。計画的に進めていただきたいな

と思いますし、私もこの定例会の後、しっかり入っていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） ぜひお願いいたします。 

 あと、ごめんなさい。住基カードは以前のカードで、今、募集しているのは個

人番号カード、マイナンバーカードということで、申し訳ありません。よろしく

お願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、よろしくお願いします。 

 ４６ページの件です。生ごみの段ボールコンポストの件ですが、大変いいので

はないかなと私は思っています。今までいろんな意識向上とかそういうふうな形

でＰＲとか広報とか周知とかやっていらっしゃる。それから、環境美化委員のと

ころでの学習会等もやっていらっしゃる。それから、エコ活動ということで学校

の生徒さんたちもやっていらっしゃるということで、非常にいろんな形できてい

ると思います。 
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 ただ、私思っているのは、やはりやっと住民の方々の意識向上と、それが実践

とに結びついているような活動じゃないかなと認識しているわけです。いろんな

ときに質問させていただきましたが、大変いいのではないかと思います。 

 それで、これはなかなか周知も含めて、住民運動となるには大変なところもあ

るので、今回は５０基ということ。それから、計画的なところ。それから、根気

よく続けていただくというのも一つの大きな流れだと思います。やっぱり実践と

意識の向上とが重なったような、要は意識向上がないと実践も伴わないし、実践

をやらないと意識向上が伴わないということですので、なかなか周知または広が

りは大変かと思うのですが、いろんな組織とか利用しながら周知、また実践のほ

うをよろしくお願いしたいと思います。 

 ぜひともいろんな計画をお願いしたいと思うので、そこら辺りの心意気をちょ

っとお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） これが根についた活動になるように精いっぱい努

力していきたいと考えております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 今の生ごみ処理の件ですけれども、今、段ボールコンポス

ト５０基予算化しているということだったのですけれども、何か聞くところによ

ると、もっとキットだけでなくて簡単にできる方法があるというのもちょっと小

耳に挟んでおります。それ、ご紹介いただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 家にあるものでやることについては、職員のほう

が実証実験を行いましたので、今後、広報等で広めていきたいと考えております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。よろしいでしょうか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 不法投棄って大きい不法投棄についてはかなりパトロールな

んかして気つけていただいているというのがあるので、それは区長とか地域で取

り組んでいくことも必要だと思いますし、林道なんかの入り口に一応柵みたいな

のを設けることも大事なんかなって思います。 

 ただ、広域林道みたいになると、それはなかなか難しいのでいろんな方法を考
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えなければあかんなと思うところ。実際、山へ入ってみるとかなり落ちているな、

放られているなというのが見えるところがあります。 

 今回、町長の挨拶か何かで、実際行ってみたら、田んぼなんかはひどかったと。

特に町境のところに多いのではないかって言われます。僕が気になっているのは、

いつも五松橋から御陵のほうに、いわゆる県道中川線とか御陵の小学校の南側道

路なんかにもばらばらと、袋のまま、その袋が幾つも、一定の間隔を置いて捨て

てあるように僕は思っていいますね。それらをやっぱりどうしていくかというの

で、何で最近また多くなってきたのかなって見ると、これはコンビニさんに申し

訳ないのですけど、コンビニの前からごみ箱が消えてきましたね、最近。中では

入れる。要するに家庭ごみをそこへ捨てる人たちがいるということで消えてきた

と思います。それから増えたように僕は思っていいますね。最近本当に目立ちま

す。ここ２年くらい、１年半、２年という単位で目立つように思いますね。そう

いう意味では、何か考えなあかんのじゃないか。 

 もう一つ、以前やっぱり増えたときに、特に福井市の人なんかが来るときとか、

町内でも町内のごみ袋に入ったのがあちこちに置いてあったのかもしれません。

それは名前の書いてない袋は取っていかない。集落のごみの集積所に置いても取

っていかないということが実際ありました。今でもそうしているのではないかと

思うのですが。そうすると、そこへ行って名前書いてないのは、業者によっては

取っていってもらえるのもあるのかしらんですけれども、横へのけてちゃんと置

いていくと。そういうことをしている、確かに捨てる人のモラルですけど、集積

所にやっぱり他地区であっても袋に入れて置いていったなら、指定のごみ袋以外

でも持っていくというようなシステムにしないと、それは地域の人の知らない間

にほかの人が置いていくわけですから、地域の人の負担になってしまいます。単

に犯人探しだけでは、その場合は地域の人が大変ですから、その辺もう少し何か

考えていただくとありがたいかなと思うのですがいかがでしょう。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 不法投棄、ポイ捨て等に関しましては、本当に町

内の人、町外の人が多いかもわからないのですけれども、看板、広報等で強めて

いくのと、今現在、町内でもそういう公園とか散歩がてらに回収しているグルー

プ等もいらっしゃいます。その方たちの意見も聞きながら、行政でできることが

あればどんどんその意見を取り入れてやっていきたいと思います。 

 ごみの回収につきましては、現在そのような形でやっております。やっぱり出
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す人のモラルというかその辺も大事ですので、その辺ご了承いただきたいと思い

ます。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 僕も県道沿いに田んぼを管理していますけど、とにかくいわ

ゆる空き缶、ペットボトル、弁当の入っていたパック、あと最近増えてきたのは

コーヒーとかああいう飲物を入れたカップが多いですね。どうしてか分からんで

すけどもビールの空き缶が田んぼに入っている。それもよく僕は分からんですが、

そういうことがあります。 

 ただ、これはコンビニも大変やと思いますが、コンビニから出るごみについて

一般ごみじゃなしに産業ごみになりますか。そういう扱いになることでコンビニ

は生活のごみなんかはそこへ入れられると困るということで引っ込めたというこ

ともあるのではないかと思うので、何か全体的には美化のことを考えると、そう

いうことまで含めて一定のところは考えているべきではないかなと思うのです

が、その辺いかがですかね。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） なかなか難しい問題で、これといった回答という

のがなかなか。ただ、県のほうもポイ捨て防止とかやっておりますので、その活

動の中に含めて今後、これもどういうふうに、ちょっと気長になるかもわからな

いのですけれども、看板等々含めて進めていきたいと考えております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 本当に罰則や看板だけではなかなか、みんなのモラルの問題

がありますから、啓発だけでは済まないというので、例えばポイ捨ての現場が分

かれば摘発というのもあるのでしょうけれども、そこまでしなくてもやっぱり解

決の方法はないかなということをもう少し社会全体で考えていく必要があるかな

というのは思います。 

 私も対応策が分からないからそういう投げかけをしているので、自分はごみを

車の中に置くことはあっても、車からポイ捨てすることはないつもりでいます。

だから、お前の車の中、ごみ箱かとよく言われることあるのですが、そういうこ

とも含めてやっぱりきちっと、いい車に乗れば乗るほど車の中はきれいにしてお

くというのはあるかもしらんですが、それでもやっぱりモラルの問題といえば一

言で解決するのですけど、その辺をもう少し。産業ごみに扱うかどうかも含めて

考える時期に来ているのかなというのは思います。 
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○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） そういった面も含めまして、今後課題として研究、

情報収集等をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ、通告に対する関連質疑を認めます。 

 １２番、酒井秀和君。 

○１２番（酒井秀和君） すみません。一つ教えていただきたいと思います。 

 今の金元議員からあった不法投棄の話ですが、不法投棄は犯罪であると。その

犯罪と認められる状態ってどんな状態なのかな。ちょっと私が勉強不足で知らな

いので。 

 あと基準ですね。例えば万引き犯であれば現行犯でなければならない。それは

録画であっても駄目ですね。万引きと認められるのが、例えばテナントの場合に

はそのモールから出たら万引き犯、テナントから出ても万引き犯ではないのです

よね。そういった基準がちょっと設けられたりするのですけど、この不法投棄は

どういう状態が犯罪なのかなというのが分からないな。 

 それによって、何が言いたいかということですけど、もし防犯カメラの設置と

いう話もあったと思うのですけれども、その計画というのは今設置がどのぐらい

されていて、今後、どういった状況になるのか、計画があるのかというのもちょ

っとお伺いしたいなというふうなところに結びつけたくて、どの状態が犯罪なの

かというのによっては防犯カメラつける意味もなくなってしまうので伺いたいな

と思ったので確認させてください。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 破棄されたごみを誰が出したかという、例えばは

がきとか領収書とか、そういうものなどきちんとしたものがあれば特定できます。

また、自転車とかバイクとかそういう登録車体番号とかそういうものでも、要は

投げた人が確実に特定できれば犯罪というふうな形で認められます。 

 また、防犯カメラ……。 

 罰金につきましては、５年以下の懲役または１，０００万円以下の過料。ただ、

これは最大ですので、通常的には５０万程度が実際の実例とはなっている。 

 あと、監視カメラにつきましては、今、総務課のほうで防犯カメラのほうは補

助を出しておりますが、環境としましては、これも中枢連携都市の中で福井市が
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中心に監視カメラを買いまして、約６か月程度のスパンで貸し出しをするという

ことで、うちのほうも貸出しを受け、１台ですのでどの場所が適切なのかという

のは今後いろいろ各課と、また区長さんとも協議していきたいと考えています。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、貸出しを考えていますが、区長の要望の中で防犯カメラ

と併せて、１５万円、総務課のほうで補助しています。そういったのもそういう、

これも犯罪ですので、それに伴う防犯カメラの助成も今併せて行っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 説明資料の４３ページのマイナンバーカード関連事業、マ

イナンバーカードの申請ということで先ほど確認されているのですけれども、２

点あります。 

 １点は、マイナンバーカードの申請状況。先ほど今年度１５％ぐらいというこ

とで、目標として令和４年に９４％ということです。令和４年度までの単年度の

目標をどう設定されているのか。現在１５％のものを令和２年度にどれくらいま

で持っていくのかということと、その達成のためのいろんな施策があると思いま

す。どんなふうにその令和２年度に考えておられるのかということ。 

 ２点目ですけれども、もう一つの指標として、コンビニ交付、その発行の発行

率というのがこの説明資料の２つ目に紹介されています。件数と発行の率ですか。

この内容について確認をしたいと思います。発行件数が絶対数で減ってきており

ます。その発行率というのですか、これの４．４％というのはどう捉えるのかと

いうことです。 

 コンビニ交付率のこれをむしろ指標とすべきじゃないかなと思います。マイナ

ンバーカードの申請率というよりも、住民の皆さんの利便性を上げるというのが

この事業の目的でありますので、これからはカードの発行率も大切な指標ですけ

れども、それでどういう利便性があるのかというところをしっかりと捉えて、そ

の指標に基づいてどういった施策をやっていって、その利便性を高めていくのか

ということの捉え方をしていかなきゃいけないのではないかなと思います。そこ

の考え方を紹介してください。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず、申請率関係ですけれども、令和元年度第１

弾として窓口で写真撮るとか、これで相当アップはいたしました。令和２年度以
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降につきまして、令和３年の３月から保険証も兼ねるということも、これも追い

風になるのかなという部分もございますし、あと大きい企業、県庁のほうには出

向行きましたが、各企業とかそういうところにも出向いてやるようなことも計画

しております。 

 何とか、国としては最終的に１００％という思いがあるみたいですけれども、

なかなかその辺難しいので９４％ということで、企業訪問とかそういうものを含

めまして進めていきたいと。 

 また、広報についても今回特集のほうを、コンビニでできること、納税とかそ

ういうものも特集で組んでいただきました。今後も引き続き広報紙を通じまして、

住民の皆さんに周知していきたいと考えております。 

 コンビニ交付につきましても同様に、広報紙をフルに活用しまして周知のほう

を努めたいと思っています。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に……。 

○４番（金元直栄君）       関連あるの？ 

○議長（江守 勲君） 関連、今のが、関連してしました。 

 ４番、金元君。 

 ちゃんと聞いていてください。 

○４番（金元直栄君） ごめんなさい。ちゃんと謝りましたので。 

 マイナンバー、僕は非常にこの問題は、ということで言っています。いろいろ

導入が、住民の利便性というのですが、総背番号制ですからね。そこは間違えな

いでほしいと思います。 

 あと、ビッグデータの例でいうとＴポイントのことでいうと、もう既にちゃん

と情報を提供していた。警察なんかに。そういう情報も以前流れました。それで

全国報道がされたことあるノ上ですが、それらに活用してしまうと問題だという

ことがありますけれども、最近、国は特に職員中心に、どうしても皆さん持って、

家族にも持たせろという指示があったと思いますね。そういうやり方というのは

やっぱりおかしくないですか。それだけ聞きたい。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） これにつきましては、これに関しても強制とかそ

ういうものじゃなくて、令和３年の保険証も兼ねて使えるようになると。そのた

めには、まず率先して職員のということで、そのためには全員が取れとか強制と
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か、それではないというふうに伺っています。 

 また、情報につきましては、いろいろもしそういうふうな話があれば、県を通

じていろいろ確認のほうはしていきたいと思いますが、現時点ではＪ－ＬＩＳの

下、適正な管理をされているものと伺っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 関連で。マイナンバーカードですけれども、私は電子申告

派でずっと青色申告とかやってきましたもので、これも今、不必要じゃないかと

か、危ないのではないかとかいう段階ではなくて、もう必要なものとしてどんど

ん拡大していかないといけないものという認識でいるのですけれども、その中で

普及がしやすいように、令和３年ですか保険証機能もなるということで、これ総

務課のほうにも質問させていただいているのですけれども、コミュニティバスの

無料バス券などにも転用できないかと、それを提示しただけで乗れるみたいな。

もしちょっとデザインが高齢者と高齢者じゃない人で色が分かれるとか、一目で

分かるようなデザインになるとか、もしそういうことがあるのであれば、そうい

ったことの検討もするとさらに普及が進むのではないかと思いますので、ちょっ

とそれをご検討いただけませんかということと。 

 あと、コンビニ交付発行状況ですね。これ、証明書類の発行状況というのは社

会状況というのも関わってくる部分もあるかなと思いますし、その中で永平寺町

内の発行件数だけ出されているのですけれども、全体の証明書の発行件数の中で

のパーセンテージということですかね。そうですよね。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） マイナンバーカードの付加価値というのですか、

住基カードのときもありましたけれども、その辺のものについてはアプリケーシ

ョンを入れれば、システムの開発とかありますので、今ここでできる、できない

というお話はできないのですけれども、今後、マイナポイントとかマイキープラ

ットフォームを活用した形でいろんなサービスを受けられるような形、いろんな

機能を持つことになると思いますので、その中で町独自のものについてもいろい

ろ勉強していきたいと考えています。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、特別会計予算説明資料６ページから２１ページ、国民健康保険

事業会計について、通告の回答を含めての補足説明を求めます。 
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 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 特別会計、７ページをお願いいたします。 

 一般管理費のプラス要因とランニングコストでございますが、今ほども申しま

したとおり、令和３年３月からマイナンバーカードが被保険者証として活用でき

ることを受けた医療機関からの資格確認を可能とするシステムの改修費用が盛り

込まれております。 

 なお、このメンテナンス等に関しましては発生しないというふうに伺っており

ます。 

 次、１８ページをお願いいたします。 

 ４８％に向けた取組ということで、一般質問のほうでもお話しさせていただき

ましたが、まず重点的に受診される方の負担の少ない個別健診、医療機関からの

情報提供に関しての周知を強化していくとともに、受診率の低い中高年層、特に

男性の方の向上に向けて、これまで以上に商工会、シルバー等との連携を深めて

いきたいと考えております。 

 次に、ドックの年齢層及び２号分とはということでございますが、人間ドック

につきましても特定健診同様、６５歳以上の受診が大半となっております。また、

２号分ということでございますが、保険者努力支援金、インセンティブに係るも

のについては、国が提示した全国統一の指標でございます。この２号分につきま

しては、県独自のもので、特定健診の受診率、がん検診等の受診率等を基に、県

が１項目最大３５０万円配賦するものでございます。当町としては相当大きな財

源となっております。 

○  （     君）            。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） ごめんなさい。 

 次、全般的ということで、２０２５年の後期高齢関係の問題でございます。 

 平成３１年４月１日現在の７５歳以上の人口につきましては３，０９１人とい

うことで、この人数がおおむね後期高齢の人数と考えられます。 

 今後、令和４年までは同水準で推移し、令和５年、２０２５年から９年にかけ

て、約年間１００人程度ずつ増加するような推計値が出ております。 

 ７０歳以上の国保加入者は、この関連で減少すると思われますが、今後も社保

加入率が増えてくるというふうな状況が続くと思われますため、国保の状況につ

いてはなかなか推計できませんが、厳しい状況は続くものと考えております。 

 次に、これも国保全体関係で、保険税の引上げに伴って町独自の対策というこ
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とでございます。 

 現在、保険税の額については、何度かもうお話しさせていただいておりますが、

５か年間据え置いた時期の影響が大きいものと考えております。この５年間で約

６，０００万円の法定外繰入金を実施しましたが、それでは足りないということ

で約１億１，０００万円程度の基金を取り崩しております。これらの財政力の停

止が、今現在の必要額とする保険税ということで、県下で一番高いような状況。 

 ただ、これも一般質問で出させていただきましたが、今現在、徐々に体力はつ

いているものというふうに考えております。 

 今後は、特定健診の受診率向上等に伴って医療費の抑制、またジェネリック医

薬品の推奨による抑制等進めながら、上昇に何とか少しでも抑制するような形で

取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） よろしくお願いします。 

 今回のこの７ページのプラス要因、これはシステムの改修ですが、これは国の

補助とかというのはないのですかね。要は今までいろんな、マイナンバーも含め

てそういう形でのシステム改修であるとか、機器の増設については国の補助が大

体今まで１００近く、１０の１０近くがあったのですが、今回はないかという点

と、そこら辺りをちょっとお聞きしたいと思います。 

 国保も一緒にやればいいですか。 

○議長（江守 勲君） 今、国保です。 

○２番（上田 誠君） 国保や、ごめんなさい、ごめんなさい。確認、ごめんなさい。 

 それと、先ほどの４８％のところのところですが、これは当然国保のところと、

その後のところ、人間ドックのところとも結構絡んでいると思いますね。人間ド

ックも当然今、この数値そのものは国保の数値ですが、国保プラス住民の健康を

守るという意味での動きをぜひ絡めてやることによって、国保が上がってくると

いうふうな気がするのですが、このドックの数値が。 

 というのは、今言ったように結構社保も含めて若い世代の方々の人間ドックの

推移ですね。それもやはり町がある程度大きな動きの中で管理することによって、
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このドックの健診率が上がるとか、ここで言う特定健診の率が上がるとか、そう

いうふうに私思いますが、そういう観点でぜひ動くことによって、その４８％、

その目標とかドックの目標が上がるのではないかと思うのですが、そういうふう

な考えで何かその手だてが、国保だけとかという形じゃなくて、そういう動きの

中での国保も底上げするというような感覚で対応できたらいいのではないかな

と。いろんな一般質問のところで質問しているときもあるのですが、そういう考

えに立っていただくことはできないでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） システム改修に関しましては、概略的には一応補

助対象というふうな流れは聞いておりますけれども、まだ全体費用等が国のほう

で固まってないということで、今回、予算のほうには計上しませんでした。 

 ただし、確定次第、補正等で財源組み替えのほうをさせていただきたいと思い

ます。 

 特定健診、人間ドックの受診率等につきましては、県が中心にやっている社保

等も含めた保険者協議会もしくは永平寺町内の保健センターを通じて保健推進員

さんの協力を得ながら、国保に限らない勧誘というのですか、受診率向上のほう

に努めたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 財源のほうについては今お聞きしたので、多分あるというこ

とで助かります。 

 それから、今ほどの受診率向上は、これ一つの例ですけど長野県のこの前も例

出しましたが、家単位で見ている。例えば家で見ると高齢者から働く世代、それ

から子供世代もあるのですが、その一連の中の健康管理の中で特定健診。特定健

診は例えば国保のときは国保の方の責任ですね。しかし、社保は社保の責任があ

るのですが、その社保のところの最終的な費用的なのは向こう見ていますが、当

町としてその家族全体の健康管理の中で特定健診をやっていますよと。それがチ

ェックでこうやっていけば、この底上げ的になるのではないかという発想です。

同じようにドックもそういうことですので、できたらその制度化じゃないですが、

そのやり方の見える化というのですか、そういうふうな形とか、一連の系統的な

ものを、資料を作るのもそれほど費用かからないと思いますので、そこら辺りぜ

ひまたご検討いただければというふうに思います。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 
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○住民生活課長（佐々木利夫君） 保健センターとともに検討していきたいと思いま

す。 

○議長（江守 勲君） ほかありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私は保険税がいわゆる県下で１番になったというのですが、

前の資料、当時の資料を見てみますと、決して１番にはならない試算表が出てい

ました。もっと高いところがほかの市なんかであったという状況があったのです

けれども、その辺がやっぱり少し、私の思いではそれ以後、あんまり資料が現実

どうなっているかというのは出てきてないのではないかな。 

 例えば試算の税率の改定の中では、当初の見込みともう一つ、１人当たり大体

３１年度の案では１１万４０９円という資料が出ていたことがあるので、それか

ら見ると前よりは大分、試算表というのですかね、１と２に分けるとすれば１の

ほうで１２万２，６１１円という数字が示されていたことがあった。それについ

ては何是でしょうというのを聞いた覚えがあります。あんまりその辺はいろんな

減免の問題も加わってそうなるのではないかという話があったように私は記憶し

ています。現実的にはやっぱり１番になった。 

 そういう意味では、一つは現在の医療費の状況、１人当たりですね。あと保険

料もどんな状況かというのは、またどこかで示していただく。示されていたのに、

私は見てないのか、それは審議会には出ているはずですから、それをできたらみ

んなに配っていただくとありがたいかなというのが一つ。 

 この額をどう見るかという意味では、それは町長も説明されていました。それ

は改定しなかった。今の課長の報告でも改定しなかったことの「つけ」がきてい

るよということも含めて言われたのはよく分かっています。 

 それで、やっぱり１人当たりの医療費をどう引き下げていくかというのは大き

な課題ですね。 

 急性期病院が近くにあるところは全体として高くなるというのは、これまでも

言われてきていましたけど、評価する点もあります。例えば健診。病院で行う健

診も含めて、本町の場合、無料になっている。ドックは負担がちょっと最近増え

てきて、もう少し安くしてもらえんかなというのは思わんでもないですが、健診

についてはほかへ行くと、永平寺、いいですねって病院の関係者から言われると

ころがあるという意味では評価しています。ただ、これをもっとどうアピールし

ていくのかということが僕、大事な点があるのではないかな。健診率を上げてい
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くのは。それが結果的に医療費の引下げにつながる。 

 前の報告では、健診を受けない人たちの中から、いわゆる入院とか大きな病気

にかかる状況が増えているから医療費が増えるのだということを、結果的に町の

調査でも明らかになってきました。そういうふうなのに対してどうしていくのか、

どういう対応をこれからして、引き下げしていくのかなというのをやっぱり聞き

たい。 

 もう一つ、今年の報告、説明の中で、いわゆる疾病の、町内の人たちの疾病の

傾向も調べている。これいつからやり出したのですかね。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず、税と医療費の県内の状況でございますが、

昨年の税率改定のときに、１月２２日の改定のときに状況のほうは出させていた

だいています。 

 あと、今、令和元年、令和２年の税金の額につきましては、まだ年度途中でご

ざいますので、はっきりした形は出ておりません。ただ、当初賦課の時点におき

ましては１１万ということで確かに議員仰せのとおり１番高いところになってお

りますが、１０万円を超えるところが当町を含めて６市町あるということで、ど

の保険者においても厳しい状況、また令和２年度、４市町が税率改定を行ってい

ることも含めまして、確かに今現在、結果的には１番かもわかりませんけれども、

本年、保険税据置きということで、令和２年度に向けてはどういう形になるのか

分からない。ただ、１人当たりにつきましては改定ないので１１万円程度という

ふうな推移となっております。 

 あと、医療費の抑制関係でございますが、もう本当にがん検診とか特定健診等

を受けていただいて、より早く、がんであればステージ１までで治療していただ

ければ延命率９０％というような形も出ております。 

 また、昨日、保健師ともちょっとお話しさせていただいたのですけれども、特

定健診受ける人というのは、その結果に応じて医療機関のほうに結構連絡してい

ると。受けている人というのは、やっぱりそれだけ関心あるというふうなことを

保健師さんおっしゃっていましたので、もう本当に必要性に関して広報を本当に

フルに活用しながら周知、また推進員さんと協働して各地区のサロン等にも出向

いていきたいかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 
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○住民生活課長（佐々木利夫君） ごめんなさい。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 疾病の状況につきましては、平成２２年か２３年

度から、一応主立った費用が３０万円以上のものに関しては事細かに、今現在７，

０００件程度蓄積がございます。それを基に議会に対しましても年一、二回程度

出しているかと思います。運協のほうには逐次出しておりますけれども、もう８

年程度蓄積はございます。件数的には７，０００件持っております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） やっぱり分析した内容にコメントをつけて、ぜひ欲しいと思

います。 

 健診受けて、私も２つ引っかかりました。すぐにやっぱり飛んで行ったのです

が、その結果、やっぱりかかりつけ医をちゃんと持っていなければあかんという

ので、町立診療所にもお伺いしました。そこらは身近なところにできて、いつも

本当に混んでいてなかなか大変なところでなくて相談できるという意味ではいい

と思います。 

 さっき言いましたように、特定健診、集団でやる場合は、本町は無料ですから、

病院でやって無料ということですから、そこをもっとやっぱりきちっと周知。い

いことをやっていることについては、もっともっと積極的に、悪いことも積極的

に言わければだめですけど、そこをぜひお願いしたいし、それが健診率の向上に

つながればということで、いろんな意味でいろんなところから情報を集めるとい

うことも、今おこなわれているということでいいと思います。 

 ただ、疾病の分析の問題でいうと、合併当時はほとんどされてなかった。本当

に。僕も見に行って、ＣＤは来ているのですけれどほとんどしていないですとい

う話を聞いたことあってびっくりしたことがあって議会で質問したことがありま

す。それから何年かやっぱりやってなかった。それでも。そのことを考えると、

やっぱりこういう状況の中で、これだけ国保税が高くなってくると、その負担感

そのものが思い。だって、ほかのどの税負担よりも大きくなる可能性がある税で

すから。特に厚生年金をもらっていない人たち、国民年金で資産のある人たち、

それは今なくなっていく可能性ありますけれども、固定資産なんかある人たちは

なかなか大変な状況がありますので、そこらは本当に町としても独自に、国は国

でそんなことを言っていますけど、そういうところでは当分の間、独自の繰入れ

とか、そうゆうことを支援するということは考えてないですかね。 
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○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 確かに今まで、周知、広報活動がちょっと消極的

だったというのは反省しております。今後、広報紙、また各機関、シルバーとか

商工会の広報紙等を活用して広めていきたいと考えております。 

 あと法定外繰入金に関しましては、やはり今後も継続して続ける。また、１年、

２年、仮に法定外繰入れ、今３，０００人いますから３，０００万して１万円を

下げるというのですか、必要なところを抑えたところで、３年後には追加して、

順番にいけば３，０００円、３，０００円、３，０００円で上げないといけない

のを、ここの部分だけ補塡したら、ここでは一気に１万円という形とかになって

いきます。その辺考えると、まずは２年間、自主運営できるような計画を立てて。

ただし、いろんな要因があります。県の納付金がどんと増えるとか、それで追い

つかないような状況になったとき、また基金でも対応できないときには、財政の

ほうにお願いするということもございます。まず、税率見直しの年度においては、

２年間つつがなく遂行できる計画のほうを立てていきたいと思っております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私が言いたいのは、少しずつ上げれば痛みもあんまり感じな

いだろうというのでなしに、１番になっている金額を見てほしいということを言

いたいのです。その辺はいろいろ考えてほしいのと。 

 あと、これ１月２２日に平成３１年度はこういう資料が出ているので、もう出

ますよね、新しいやつ。そういう意味では、国保の審議会なんかにこういう資料

が出ているのではないかと思うので、ぜひそんなのも出していただいて……。 

○  （    君）               。 

○４番（金元直栄君） あ、そうですか。それを期待しておりますので、よろしくお

願いします。 

○議長（江守 勲君） 次に、通告に関する関連質疑ございませんか。 

 なければ次に、特別会計予算説明資料２２ページから２５ページ、後期高齢者

医療特別会計の通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 対象者の人数につきましては、国保のほうで紹介

しましたので、ちょっと割愛します。 

 後期高齢者の医療費につきましては１人当たりおおむね１００万円程度という

ことで、今後増加、２０２５年以降、苦しい状況になってくることが想定されま
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す。 

 被保険者の負担増を極力抑えるような形ということで、町としても連合会のほ

うに実情等を話し、また全国局長会でその旨の内容を伝えるようなというふうな

局長のお話も頂いているところです。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 通告者の質疑を許可します。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私がここで利用負担と言っているのは、現にかかったときに

負担が、今までそんなにかからなかったのを何割負担とか、それの２割負担をさ

らに導入するとか、年金の収入の金額がそれほど高くないのに２割負担になると

いうふうなことも含めて、そんな詳細を、これからの計画も含めて示していただ

くとありがたいということです。 

○議長（江守 勲君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 個人負担の割合につきましては、今現在、こちら

のほうからご回答できるような内容はございません。 

○議長（江守 勲君） よろしいでしょうか。 

 通告に関する関連質疑ございませんでしょうか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

（午前１１時１６分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時２５分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、福祉保健課関係、一般会計予算説明書５４ページから７１ページを行い

ます。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、補足説明を申し上げます。 

 恐れ入りますが、主要事業一覧表の回答から行います。 

 ２１ページ、健康増進事業でございます。 

 保健事業の推進に当たりましては、計画の周知を徹底することが重要であると

考えております。周知に協力をお願いする団体としまして、幼児園、学校、職域、
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行政、これらのほか食生活改善推進員会、保健推進員会に加えて、民生委員児童

委員協議会、健康長寿クラブ、自治会、保護者会、壮年会、婦人会、スポーツ推

進団体、商工会、ボランティア団体、このような団体を想定しております。 

 初年度である令和２年度は、特に幼児園や学校などを対象として、幼少期から

のポイントカード事業を通じまして、職員とともに健康づくりの推進が、推進員

さんも協働して、１１からだ条の周知と実践を行うとしております。 

 それでは、予算説明書５６ページ左側でございます。 

 社会福祉費事務諸経費の社協補助金についてお尋ねをいただきました。 

 社協補助金につきましては、補助金交付要綱に基づいての算定でございます。

第２条で対象経費を定めております。その範囲内で令和２年度は活動補助金４，

２３６万５，０００円を計上しております。 

 社協さんの策定をしました発展・強化計画及び、事業計画に基づくもので、内

訳では人件費３，７３０万５，０００円、事務費２３９万９，０００円、事業費

２６６万１，０００円です。要求に基づきましてヒアリングを行いまして、財政

要求しているという段取りでございます。 

 ５６ページ右側、障害者福祉事務諸経費でございます。 

 障害者計画策定の業務委託料につきまして、計画の方法ですが、入札による予

定です。一般競争入札か指名競争入札かは今後契約管財室と協議して進めること

になります。それから、請負率のお尋ねですが、執行前であり回答できないとい

うことでご了承ください。 

 ５８ページ左側です。 

 自殺対策緊急強化事業、ゲートキーパーの養成についてということですが、ゲ

ートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づき、悩んでいる人への声かけ、

それから傾聴して必要な支援につなぎ、見守るということが第一の人であります。

自殺対策を進めるということで育成する予定でございます。第２次保健計画に基

づきまして、地域のネットワーク強化、自殺対策を支える人材の育成、啓発と周

知、これらとして実施するものです。本年度は、町職員、それから地域で活動し

ている各種団体、それから町民の方を対象に養成研修会として臨床心理士さんを

講師に招いて２回開催する予定でございます。併せてリーフレットを作成して配

布する予定でございます。 

 ５８ページ右側の障害児支援事業、放課後等デイの登録者のお尋ねですが、放

課後等デイサービスの登録者数は現在３０名おられます。町内に放課後等デイサ
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ービスを提供する事業所は、重度心身障害者事業所が１か所あります。なお、今

後、今年の５月から新規に１事業所が開設されますので合わせて２事業所となり

ます。現在、サービスの待機者という形ではおられませんので、お伝えしておき

ます。 

 ６０ページ右側、敬老会運営事業について、会場を再考できないかということ

でございますが、平成２８年度からサンサンホール１か所という取扱いでおりま

す。体育館での開催では空調、それから下足、玄関の段差、トイレの問題などい

ろいろご意見をいただきました。このことから会場を変更したものです。残念な

がら参加者数全てを収容できないことから２部構成として開催しているもので

す。現状では会場の再考は考えておりません。 

 それから、敬老会を健康長寿クラブが自主的に開催できないかということでお

尋ねいただいております。 

 各地区の健康長寿クラブには参加者を取りまとめるという形で協力をいただい

ております。健康長寿クラブが主体となった開催に向けては、会員さんの経験を

生かして、なおかつ開催した、やったと、達成感を味わえる機会となるというこ

とで大きなメリットがあるのかなというふうに考えておりますけれども、開催規

模のことから調整がかなり必要な事業でもあります。マンパワーも必要なことか

ら、敬老会につきましては再度検討していきたいなと思います。 

 ただ今後、主体的に運営していただける環境づくりというのを進めながら、事

業展開したいなということを考えております。 

 同じく６１ページ右側ですが、老人クラブの育成、発展のため、自主成長させ

るべきではということをお尋ねいただきました。 

 本来、地域を基盤とする団体の事務ということになりますので、自主的、自立

的な運営が本来だと思います。現在、各地区の連合会、健康長寿クラブ連合会で

は、団体事務の在り方というものを検討していただいております。自主運営や各

種イベントの統合など、検討事項としております。 

 まだまだ課題は多くありますけれども、会計事務など一部分でも自分たちで運

営していくということを目指し、次に、次世代につながる活動とか運営方法を探

っていただきたいと思っております。 

 それから、老人福祉思想というのは何でしょうというお尋ねでした。 

 これは町健康長寿クラブ連合会会則の第４条第１項に規定されている項目で

す。健康長寿クラブの活動は、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」
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ということをメインテーマに、健康、友愛、奉仕、この３つの精神で臨むことと

されております。現在、人生１００年時代を迎えております。本格化する超高齢

社会を明るく豊かに活力あるものにするということを目指して、ご自身が心身の

変化を自覚すること。常に心身の健康を保持すること。その知識を生かして社会

的活動に参加するように努める精神であるというふうな内容でございます。 

 それから、若手高齢者活動支援事業ということですが、健康長寿クラブにおい

て若手の組織化、それから活動を支援するということで現在取り組んでおります。

国、県の補助も頂きまして活動するものです。今回、芝原元気クラブという単位

クラブに青年部が組織されました。活動内容を必要に応じて世代別に分けるとい

ったことなど、クラブ加入への抵抗感をなくして会員増強を図っているものでご

ざいます。 

 ６２ページ右側の住まい環境整備事業です。 

 この事業は、介護保険で対象となる限度額２０万円以上の住宅改修以外の住宅

改造というものを対象としております。上限は８０万円でございます。県の補助

を受けまして、介護を要する高齢者が居住する住宅改造の費用の一部を助成する

というものです。町の事業要綱に基づきまして実施しております。当初予算では、

過去の実績を基に１件分の上限額を見込んでおりますが、県と相談の上、必要な

ときには補正対応するということで進めております。 

 ６３ページ右側の翠荘施設診療費ですが、高齢者創作館とは何かというご質問

ですが、創作館は平成元年に生きがい作りの場として松岡福祉総合センターの西

側に建てられたものです。木造平家ふきの建物でございます。後年に陶芸の窯も

設置されておりまして、現在は主に陶芸クラブが活用しております。 

 ６３ページ左側のやすらぎの郷施設管理諸経費ですが、やすらぎの郷は分離工

事後、児童館と上志比デイサービスセンターを総括した名称となっております。

現実的には社協さんの事務所も存在するということで実態はあるわけですけれど

も、この児童館と上志比デイサービスセンターは町の施設であるということから、

施設管理に係る費用を計上しているものです。 

 なお、上志比デイサービスセンターは指定管理で運営いただいておりますが、

町施設であり、特に電気料につきましては１事業者１引込みという原則がありま

す。この取扱いから児童館と分けることがかないません。請求を分けることはか

ないませんので、引き続きこの事業項目で計上しているものです。 

 次に、６４ページ、永寿苑施設管理諸経費でございますが、決算でもお答えし
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たと思いますけれども、永寿苑の指定管理には人件費が含まれております。翠荘

施設管理諸経費には人件費が含まれておりません。差額につきましてはこの人件

費分が要因となっております。この点、ご了解いただきたいと思います。 

 それから、健康福祉施設ですが、これも管理者の収入となる入館料を差し引い

た額で算定しておりますので、一概に比較はできないものと思っております。 

 ６４ページ右側、健康福祉施設でございますが、計画からの差とかランニング

状況についてお尋ねです。 

 入館者は当初計画で年間６万６，３００人を見込んでおりました。開館後の２

８年度では１０万６，４３７人が入館されております。この年をピークに、２９

年、３０年と９万人台の入場となり、今年度は８万人から９万人台と見込んでお

ります。入館者のアンケートを実施しておりますが、この声を頂いたの、はいっ

ときですが、脱衣所が狭いという声を頂いております。町内外から想定以上のご

利用ということになっておりまして、特に大型連休時には入場制限をかけるとい

うこともございました。混雑した状況が続くこともありました。そこで、脱衣所

のみのリニューアルについて検討いたしましたが、費用対効果が悪く、健康福祉

施設としての活用状況からはリニューアルというか、脱衣所を広げるというのは

難しいなという判断を過去にしております。 

 ただ、平成２５年７月の開業から現在７年目を迎えております。令和２年度に

は浴場の照明も改修について要求していることもありますので、今後とも修繕な

どが増えてくる時期は覚悟しております。今後とも施設の修繕と健康福祉施設と

しての運営を進めることは引き続き必要かなということを考えております。 

 それから、６７ページ左側、妊婦乳児健康診査事業でございます。 

 産後医療相談事業について、一部負担金を徴収することといたしました。この

ことで国庫補助対象の要件にかなうことになりまして、今回から４，５００円の

３０人分を予算計上しているものです。５００円実費負担いただいて、国庫補助

として２分の１の金額が対象となります。 

 ６７ページ右側、地域保健関連事業ということで、地域保健活動として食生活

改善推進員さんや保健推進員さんと協働して推進しております。保健計画の行動

目標である小児期からの生活習慣病予防として重要な食生活の改善に向けて食改

推進員さんのご協力の下、健康食講習会、それらについての勉強会、イベント時

の試食会、幼児食づくりで健康づくりに取り組んでおります。 

 それから、令和２年度におきましては、食改推進員さんの未設置地区、それか
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ら新しく替わられた地区、ここらの推進員さんの養成と研修について強化する予

定でございます。 

 令和２年度から任期２年の保健推進員さんの委嘱ということになります。勉強

会には積極的に参加していただき、健康診査の受診勧奨でしたり、地区活動に尽

力いただきたいと思っております。また、大腸がん検診の容器の手渡しなど、地

道な活動をお願いしてまいります。 

 それから、働き世代の健診率の向上とか健康教育の参加推進には大変重要であ

ると考えております。食改推進員さん、それから保健推進員さんのほか、商工会

や壮年隊、保護者会等にも一層の働きかけをお願いしてまいります。それから、

広域連携交流会というのも現在町では設けて、漁協さんとか商工会さんと連絡を

密にしております。こちらのほうでもＰＲをかけておりますので、今年度の受診

率の向上に期待したいと思っております。 

 それから、６９ページ右側、予防接種事業です。 

 減の要因ということですが、予防接種事業につきましては、令和元年から３年

までの間、風疹の追加的対策ということで対象者が設けられました。このうち、

令和元年度の抗体検査の受診者分が１０歳狭まりまして、対象から除かれました。

それと、当初、国が抗体検査受診率を５０％ということで示しておりましたけれ

ども、実績が１６．１％にとどまっていることから、抗体検査受診率を予算にお

きましては３０％に変更したということから減となっております。 

 ７０ページ左側、健康増進事業です。 

 こちらは主要事業で説明したので省かせていただきます。 

 右側の元気長生き健康づくり事業です。 

 平成３０年度のがん検診の受診率は、胃がんが２６．７％で県下４位、肺がん

が３０．８％で同じく４位、大腸がん検診は３６．６％でこちらも４位、子宮頸

がんの検診は４５．５％で３位、乳がん検診は４３．６％で３位という５がんの

中での結果です。合計では３５．５％で県下４位という結果でございます。保健

計画中間評価において、目標受診率を設定して取り組んできましたか。肺がん以

外は目標値を達成したという結果でございますが、第２次保健計画ではさらなる

向上に向けて取り組んでまいります。 

 ７１ページ、シルバー人材センターの補助金です。 

 初めに、会員数ですがお答えいたします。平成３０年度３月末で２０２人、こ

れは過去最少の会員数でした。ただし、現在２３９人で微増でございますが増え
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ているという結果でございます。これらの動機としましては、時間的余裕がある、

健康増進のため、経済的理由ということが挙げられているようです。主な増加要

因と捉えていいのかと思っております。 

 仕事量については、契約金額の状況で見ますが、平成２７年度が９，８７６万

７，０００円、これも過去最少という金額を報告いただいております。２８年、

２９年が１億円台で、平成３０年度は１億９８３万６，０００円でございます。

本年度はまだ未確定ですが、前年度よりは少し減るということを報告いただいて

おります。ただ、昨年度は国体などにより契約額が増額であったような感じがい

たします。契約件数で見ましても、２７年度が２，０９５件、３０年度が２，１

９５件ということで、こちらの件数から見ても微増にあるということを報告いた

だきました。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） 私は、６０と６１、敬老会の運営事業と老人クラブ運営  

  であります。 

 会場を再考できないかということで、どうも再考できる余地はほとんどないみ

たいなのであんまりしつこく言うつもりありませんが、私、去年の敬老会のとき

に、自分はまだ敬老会の対象ではないですが、バスが出るというので便乗させて

もらいました。乗ってみました。結構時間かかりますね。あれは体験して、これ、

いい仕事だと思ってね。生の声としては、正直言って別に上志比まで行くのは嫌

というのでなくて、何となく抵抗感があります。松岡は松岡で、何故できないの

だろうかという声は確かにあります。 

 福祉保健課さんは当然いろんなメリット、デメリットを考えて総合的にこうだ

ということで、何かいろんなことを細かくあるのでしょう。あるのだろうけれど

も、私どもの老人会の側でいうと、やっぱり松岡小学校の体育館があるのだから

なぜあそこでしないのという声は頂いております。 

 そういう実際の声として、老人会が全部敬老会じゃないけれども、老人会のほ

うから、役員さんからそういう実際に声がないのかということと、もう一つはサ

ンサンホールでやった場合と、あるいは分散してやった場合と、僕は、松岡はや
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っぱり松岡小学校の体育館でやったほうが出席率は高いと思う。そういうデータ

はどうですか。 

 それいろいろ言いますけど、どうでも松岡は松岡でやればとしつこく言うつも

りありませんけれども、生の声としてどうですかね。やはり実際の出席率として。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 送迎バスにつきましては、いろんなルートを通りま

すので若干お時間かかるというのはご容赦願いたいなと思います。 

 それから、松岡小学校の体育館での開催というのは従来から続けてきました。

新しい体育館でもたしか１回開催したように記憶しております。ただ、下足を脱

ぐという点、それからトイレの問題、この辺りから逆に苦情も頂いておりました。

そこは空調もないという状況。９月の敬老週間の間に暑い時期に開催するという

のは、エアコンのない状況ではどうかということを勘案しまして、下足もトイレ

も空調も解決できるサンサンホールということに決定しております。 

 出席率ですが、たしか上志比に移った初年度ぐらいは若干下がりました。ただ、

後年度からは、若干落ちていますけれど初年度よりは多いお客さんが来られてい

ます。ただ、全体的に数が伸びている中での出席率ということではあまり高い数

字ではないという状況です。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございました。 

○議長（江守 勲君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） このことについては、あんまりしつこく言うつもりはござい

ません。いろんなことあるでしょう。 

 もう一つのほうでちょっと力を入れたいのは。というのは、これは一般質問で

も若干申し上げたかもしらんけれども、今……、連合会のこと。 

○  （    君）           。 

○１番（松川正樹君） 連合会の方々が非常にご立派に活動されているので、特に福

井大震災の紙芝居をやっているので、すごいなと思っています。その乗りで老人

会もこれから自主的に自分たちで運営していく日が来るのだろうなと夢見ていま

す。実際に老人会の事務局のお手伝いをしているのは永平寺町だけだと、福祉保

健課さんが市町いろいろあるけど永平寺町だけというのは本当ですか。というこ

とから始まるのですけれども。それは何年か前に聞いたことがありまして、それ

聞いたら、これはやっぱり福井県で永平寺町だけがそんなことしているなら、徐々

に徐々に我々も自立していかなければだめだなと思います。ただ、いきなりあし
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たから自立しろと言ってもちょっと大変で、徐々に徐々にいったほうがいいなと。

もちろんそうなったって、ちょっと困ったことがあったら相談かけりゃ何か乗っ

てくれるとは思うので、早いことしましょう。 

 上のほうに言っているのですか、こういう流れを。名前何でしたか。 

○議長（江守 勲君） 健康長寿クラブ。 

○１番（松川正樹君） 健康長寿クラブの方々に、今そういう流れを伝えてあります

か。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 健康長寿クラブの事務局の件につきましては、何年

か前から検討いただくような方向ではお示ししております。先ほどもお答えしま

したが、検討しているという結果でございます。なかなかまだ結論には至ってお

りません。 

 県内での事務局の状況ですけれども、坂井市が今まで市のほうで担っておりま

したが、今年度、社協さんのほうに移っております。永平寺町としましても社協

さんとも検討したこともございますけれども、まだ至っていないということです。 

 町としましては、健康長寿クラブ事務局を担って、高齢者の活動状況を高めて

いくというのは、ある意味、介護予防活動にもつながってくるというところでは

非常にありがたいなということを思っております。 

 ただ、自分たちでできることは自分たちでということを介護予防の観点からも

お伝えしている以上は、そういった方針にも乗っていただきたいなというのが本

心でございます。 

 全く町が関わらないということではないということだけご理解いただきたいと

思います。 

○議長（江守 勲君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございました。 

 私、成人式も、ずっと成人式、成人式、成人式って言い続けた時代がありまし

て、成人式が自主的なら、やっぱり我々老人会も自主的な活動にするのが筋だろ

うと。それが大人というものでないかなと思うんですけど、なかなか皆さん７０

過ぎても、ほかの方はご立派な方かもしれませんけれども、本物の大人になるた

めにはこういうときが来なきゃいけないというふうに思っていますので、冷たく

見放すときは見放したらいいなと思います。 
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○議長（江守 勲君） 答弁よろしいですか。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ありがとうございますというお答えが適当なのかど

うかちょっと悩むところですが、ありがとうございます。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） やはり連携を今いろいろ取らせていただいていることもあり

ます。健康長寿クラブが逆に行政を引っ張っていってくれる。３年日記とか、地

震の説明会とか、輪投げの大会とか、積極的にいろいろ開いてくれているのもあ

ります。やはりしっかりと今、お互いの信頼関係ができていますので、その信頼

関係を崩さないようにしっかりと話をさせていただきたいなというふうに思いま

す。 

○議長（江守 勲君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５４分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 午前中に引き続き、福祉保健課関係、一般会計予算説明書５４ページから７１

ページの質疑を行います。 

 先に通告者の質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 主要事業の個表の２１ページ、健康増進事業ということで、

私の質問で健康づくり１１からだ条の周知ということでお答えいただいたと思い

ます。 

 この周知からちょっと次に、実践というところを確認させていただきたいと思

います。 

 ちょうどこの令和２年度は第２次保健計画の初年度ということ。そして、健康

づくり１１からだ条というのは、これたしか平成２３年ということでずっと周知

中心に取り組んでこられたと思いますけれども、いよいよ第２次の保健計画とい

う初年度ということですから、周知から次に実践というところで、どんなような

計画、具体的に。もう既に取り組んでおられることもあろうかと思います。そし

て、令和２年度、特にこういったところで実践、アクションプログラムに基づい
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て、行動計画に基づいて取り組むというところがあったら紹介していただきたい

なと思います。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 健康づくりについては、野菜の摂取、それから糖尿

病などの成人病予防について各種研修会とか、食事の摂取が一番大事だというこ

とから推進、実践に、実際そういった食生活の改善に取り組んでいただくという

ことが非常に重要だと思っております。 

 住民生活課の質問にもありましたとおり、健康づくり、特定健診等いろいろご

ざいますけれども、正直なところ、やっている方は非常に真面目にやっている。

まだ取り組みが浅い方が非常に多い。ここをどう切り崩していくかというところ

は保健センター、福祉保健課とも健康づくり、介護予防等について非常に懸案し

ているところでございます。 

 そういった活動に、まずは学校、それから小学校、中学校も含めて、幼児園も

含めて小さいときからの食生活を改めるということに取り組んでいただきたい。

その協力団体としては保健推進員さん、それから食生活改善推進員さん、こちら

のほうの活動を地域から広めていただくということになります。 

 実践を求めるという形では、本当に一人一人の方が健康づくりに意識を持って

いただいて取り組んでいただく。ここをどう周知していくかというところは、細

かに商工会とか企業、こちらのほうにも出向いていって取り組むということにな

るのかと思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 私が通告した健康福祉施設、温泉の話ですけど、ちょっと

今回、全協の資料を使って質問したので、なかなか回答はいただけてないのです

けれども、議会始まる前にいろいろ説明を受けたのですけど、ちょっとあの表を

見ながら少し聞きたいことがありますけれども。 

 今回、令和２年度から町内の入場料を１００円アップしてということですよね。

おのずと収入も増えるわけですけれども、たしか３４０万ぐらいやったと思うの

ですが、本来、町内利用者というのはその倍はいると思いますけれども、なぜ、

たしか６万ですか。年間９万人のうち６万から７万、町内ということになってい

るのだろうと思いますけれども、それが単純に３４０万、アップして３４０とい

うのはなぜかということと。 
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 それと、そのときの全協の資料の中で、折れ線グラフで町外と町内では倍以上、

約倍ぐらいの町内の利用者のほうが多いという折れ線グラフになっているのです

けれども、多分その下にアンケート、１００人に聞きましたよというところがあ

ったと思います。多分それは無作為に１００人取ったのでということで、これは

それと関係があるかどうかというのは単純には言えないの ですけど、あそこの

アンケートでは町内４５％やったのですよ。あとは福井市とか坂井市とかという

ことになっているので、単純に利用の把握と、何となくアンケートと違うという

のは、あまりにもちょっと数字がかけ離れているのかなっていうふうな不安があ

りました。 

 そこはなぜかなというのは何かないでしょうかということです。いいですかね。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ちょっとお答えになるかどうか分かりませんが、ま

ず町内、町外のお客さんの数についてですが、回数券の利用が全体の約３７％あ

ります。ここから想定するに、町外の方でも回数券の利用はあると思いますので、

この辺の率も見ないといけないかなと。それから、当日の大人、これ２種類あり

ます。５００円と４００円。５００円の方は町外の方であろうと。素直に正直に

こちらをお買い求めいただいているのだと思っています。当日の大人４００円、

これは町内の方の１回券という形でご理解いただければと思うのですが、こちら

が１７％、そして当日大人の５００円が１８．７％ということになります。 

 回数券の３７．６％と当日大人４００円１７％、これを足した方が恐らく町内

の方、そして回数券の中では幾ばくかは町外の方も含まれているであろうという

ところから、約半分ぐらいは町内の方の利用があるのかな。それ以外は町外の方

の利用であるという判断をしております。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 回数券も入っているのですよね。分かりました。 

 それで、今回、料金改定ということで、事務管理費が、７５０万ぐらいが令和

２年では３８０万ぐらいということで、これは算出の率が２０％から１０％へ変

わったということであります。このことが直ということはないですけれども、要

は町内の人１００円安くしていた分、業者がもっていたということにもなるので

はないかなとは思っているのですが。ただ、そこで指定管理料がやっぱり減って

こないですよね。収入は多分１００円上げているのにというふうなことがあるの

に、なぜ減らないのかなというのがちょっと疑問に思います。大体ちょんちょん
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の同じような数字になるのでないかなと僕は思っていたのですけれども、大分少

し、今回、平成３０年度からいいますと約１００万上がっているわけですが、何

かその理由というのはあるのでしょうかね。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） おっしゃるとおり、事業管理費としては１０％に抑

えていただくこととしました。それから、利用料金についても町内、町外の差を

なくして徴収しやすい料金体系としております。これは全協でも申し上げたとお

り、近隣の施設においても町内、町外の差を設けている施設は非常に少なくなっ

てきているということも鑑みたものです。収入料金について、差額分    指

定管理料の増額というのはどうだろうというお話でした。これにつきましては、

維持管理費のほうで適正な料金を見込んだということもあります。実際、当初計

画からの数値を再三お尋ねいただいておりましたけれども、水道料とか灯油代と

か電気代、こちらのほうは当初計画とは非常に増額となっております。中には１．

５倍の、計画数値を比較すると５割増しの数値も出ている観点もありまして、こ

の辺は適正に見込ませていただいたというところで、計画の段階としては増額と

いうことになっております。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 分かりました。 

 商工観光課のときにも少し指定管理のことは出たのですけれども、道の駅が近

隣にあります。私はそこを一体で、希望は同じ指定管理者でやっていくのが一番

いいし、温泉施設は健康施設というよりも集客施設だろうと思いますし、そのこ

とによって多分入湯税も、次の施設維持費に積み立てるということもできてくる

のでないかなと思うので、ぜひ考えていただきたいなと思うのと。 

 それと、やっぱり指定管理、１０施設やっていますよね、本町では。やっぱり

そこの選定とか、募集とか、いわゆる協定書とか、協定書も毎年更新していくと

いうような事務的なところはやっぱり一括、どこかが持って、そして先進なとこ

ろを勉強しながらやっていくということをやっていかなければ、なかなかこの小

さい町では難しいなと思いますし、県内でもいろいろ、この間も言いましたが大

野とか敦賀とか問題が出てきますから、ぜひそういう方向性で考えていただきた

いなと思っているのですが、どうでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 昨日も一緒な答弁させていただきました。この指定管理につ
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いては、今回、温泉は１０年間ありますので、あと三、四年残っています。その

契約を破棄して合わせるということはちょっと難しい。 

 もう一つ今、総務課の管理室のほうで法律とかそういったものを一元で管理で

きないか。ただ、直接のやり取りは所管課がやりますが、法律的なところ、また

契約的なこと、そこを今、一元化でできないか、今年度からずっと研究に入って

いますので、その方向でいくということでご理解ください。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） よろしくお願いします。 

 健康施設のところは滝波議員が大分おっしゃったのでちょっと省かせてもらい

ます。 

 ちょっと確認で、僕聞き逃して分からんかったんかもしれませんが、６７ペー

ジの先ほどの自己負担を５００円もらってという話がありましたね。これは５０

０円を取ることによって、その補助のこの６万７，０００円ですか、これが入る

という判断で取るということですか。そういうことで。なら、例えばその５００

円を、ちょっと個人的にはあれですけど、私は５００円取るくらいなら取らなく

てもいいのではないかなという気がするのですが、そういうことと思っています。 

 それから、先ほどの健康づくりのところですが、これは個表もありますし、こ

ちらでいうと７０ページの健康増進事業のところですが、やはりその意識づけに

は実践が伴ってくるよということで、今まで例えば、に伴うことで意識づけのた

めに１１からだ条のポイント制をやるとか、それから百歳体操とかそんなので、

これは、ちょっと系統は違いますが、結局全部同じだろうと思いますね。健康づ

くりのところで体を動かすということであるとか。それから、サロンのところで

云々とかも全部結果的には同じことですね。それで私とすれば前からちょっと提

言させてもらっているのが、保健推進員と食生活改善推進員の方が大変動いてい

るのはよく分かります。ただ、それをその地域のいろんな、先ほどもちょっと国

保のところでも言っていたのですが、家族全体で動くような形の何か仕組みづく

りと結びつけられないかということですよ。 

 何か私がちょっと分からん、あんまり入り込んでないので分からないかもしれ

ませんが、ちょっと前に例を出したら、長野県とかの例を出すと。結局、そうい

う仕組みづくりの中でこの保健推進員の方とか食生活改善推進員の方が全部そう

いう同じ方向性で、巻き込んで、やり方は同じですが、何かそういうことをやれ
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ないかなというふうに思っています。 

 だから、ここに主体的な活動につないでいくということになっていますから、

ぜひそこら辺りの１１からだ条も、ポイント制も一つの動きの中で巻き込む形に

なりましたね。同じような形でぜひそこら辺りを見ていただきたいというふうに

思います。 

 隣の健康づくりも含めてそういうことをお願いしたいと思いますが、所見をお

願いします。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、産後医療相談事業５００円の件ですけど、自

己負担金を徴収するということが国庫補助の要件になっておりますので、金額の

多少は別にして一応５００円、ワンコインというところで医療機関にお支払いい

ただいて、残りの分を町のほうに請求いただくという仕組みで令和２年度は取り

組もうと思っています。 

 それから、健康づくりの点ですが、実際、意識づけはあっても実践が伴わなか

ったら何にもなりません。この事前に取り組む手段として、家族でやるというの

は非常に共通した考えだと思っています。まず、お子様方にも小さいときから健

康づくりに取り組んでいただくということを、保育園、学校のほうである程度協

力いただいて、養護の先生方にも協力いただいて取り組む。そして、その波及効

果として親世代の方も一緒に取り組む。これがポイントカードにもつながってく

ると思います。 

 それから、保健推進員さんとか食生活改善推進員さん、女性の方がほとんどで

すし、ある程度の年代の方、幅広くそろっております。同世代の方をやはり地域

でも職場でも巻き込みながら、議員もおっしゃっていましたけど、巻き込みなが

ら伝えて、さそって、実践につなげていくということになろうかと思います。や

はりそういった世代ごとに取り組んでいただく。同世代であれば同じような健康

に悩みも共通するものだと思いますし、その辺から相談に乗りながら周知、実践

につながっていくということを思っております。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 前もちょっと出させてもらったのですが、例えば上田家を見

ます。上田家を見ると、私らは６０代世代、それから今言う実際に働く世代、子

どもの世代、もうちょっと若ければそのおじいちゃんの世代というそういうふう

にあるわけですね。そうすると、仮に一つ例出しましたが、長野方式というのは、
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そこの家の１枚の一覧表があるわけですよ。その一覧表の中に、お年寄りやった

らお年寄りのいろんな項目が載っているわけですよ。働く世代なら働く世代の項

目が載っていて、その人らは国保でもないし、あれではないのですが、社保です

けれども、結局今、特定健診の責任者は、こっちは国保ですから、社保は社保に

なっていますが、それを考えずにそういうところの特定健診をやりましたか、や

りましよとかという、その１家庭の一覧表があるわけですよ。それをある面では

食生活改善センターの人やら今の健康づくりの推進員の方々がその地域と連動し

ながら、例えば年１回、公民館に集まっていただいて、それを見ながらどうでし

ょうという確認作業をやっていくとか。そういうことをやれば、１１からだ条の

ポイント制を巻き込むと同じような形で、働く世代の人もそこに行ってそういう

ものを見てくる。例えばそこに来ることが出来なくても、例えばおじいちゃん、

おばあちゃんとか子どもさんらがそこでそういう一度検証をやればそれが出てく

るとか、何かそういう巻き込むようなものをつくることによってそういう動きが

出てくるのではないか、実践につながるではないかと思います。例えばその中で、

私ら年寄りは百歳体操の欄があって百歳体操をやったことができる。先ほどの１

１からだ条の野菜を食べましたねというのは、そこに一つ欄で出てくる。それが

大きな実践の取りかかりになってくると思うので、ぜひそういう何か仕組みづく

りを考えていただくことがいいのではないかなと思うで、ぜひそこら辺り、ここ

に能動的に、主体的にやるということになっていますから、ぜひそこら辺りの施

策、方策を考えていただければというふうに思います。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 今回、議員も参画いただきまして、第２次保健計画

を策定しております。絵だけでも、でも分かりやすい方式をもって、概要版なん

かも作成しております。こちらのほうでも家族によっても取組が変わってくるか

もしれませんけど、台所なんかの見やすいところに掲示しておいていただいて、

毎日取り組んでいただく。ここはやはりその各家族の意識の差が出てくると思い

ます。 

 保健推進員さん、活動いただいておりますけれども、あまりノルマをかけると

いったことまで求めることは酷だと思っております。ある程度周知いただくとい

うことに、そこまでに協力をお願いするという段階ですから。 

 それから、今後の話になりますけど、高齢化が来ております。大分伸びてきて

おりますし、高齢者の保健事業と介護予防については一体的に実施せよと、そう
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いう体制を取りなさいという国のほうからの指示もありますので、包括、それか

ら保健センター、それから地域の皆さんと連携しながら、新しい時代を生き抜く

というか、クリアしていくために努力をしていきたいと思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ、通告に関する関連質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） ３点あります。 

 健康福祉施設ですが、滝波議員も２つの施設をやっぱり一緒に管理したほうが

いいのではないかという話がありました。そういうことを考えると、やっぱり今

年度、道の駅の更新があったと思うのですけど、それらをやっぱり併せるという

ことが本当に考えなあかんね。契約年数を考えて。逆に契約年数を変えることで、

僕は一方の管理している業者にも牽制にもなるということ。そこも大事なんかな

と思っています。そういう意味では、僕もそういうことを考えていました。 

 またもう一つ、これ実際、僕は債務負担行為、指定管理というのは債務負担行

為の一番大事な点かなと思っているのですが、契約に基づく総額ということで書

いてあるだけで、金額は入ってないですね、ここに。 

 でも、私言いたいのは、債務負担行為できちっと位置づけておく、議決してお

くということは、業者にとってみると、行政にとっても同じです。もうこれ以上

払えないですよ。自分らがプロポーザルで示した金額でやっているのですから、

これでやってくださいということが言える一つの根拠にもなるというのが一つ。 

 もう一つは、もうけの２分の１は町に返すということを契約の中で言ったので

すね。それが実際やられてきているのか。歳入で受けているのか。ここは大事な

ことで、そこはやっぱりきちっと示してほしいと思います。 

 ２つ目、妊婦乳児健診ですけど、健診の健ってこれでいいのですか。それ別に

して。 

 いわゆる５００円徴収して、町は補助対象で若干金が入ってくるというのは分

かるのですけど、町はよくて、受ける人が負担増えるって、それは地域とおかし

くないですか。例えば医療費無料化でも個人負担のある自治体があるということ

を、うちはないですよというのを売りにしていいますね。それと比べると、地域

とやっぱりアンバランスでないか。例えばそれを徴収したら、何かの商品券で返

すとかいうことも含めてやっぱりしていかんと、それは徴収増になります。特に

乳児健診ですから、ここ大事なところですよね。そこは聞いていてもやっぱりち



 －543－

ょっと、町の姿勢のほうに矛盾がないか。今日この頃、大野じゃなかったですか。

たしかいろんな健診とか不妊治療も含めて全部行政が持つということになってい

たのではないかと思うので、そういうことも含めて考えてほしいということです。 

 あと、今、上田議員が質問していましたけど、健康増進事業の健康診断ですが、

一回で全部つかむということの話をしていました。それのいいところというのは、

国保の対象者、社保の対象者があるのですけど、普通、会社というのは１年に一

遍、健康診断しなくてはあかんでしょう、普通は。でも、それやってえんところ

が結構あるわけですよ。それに、そこにかからないとか、かかったりかからなか

ったりする、そういうところまで、町は健診、そういう人たちも受ければちゃん

と町で面倒見ますという事業にしていますから、僕は、それは評価します。健診

について。 

 でも、そうなるとしたら、そこまで、例えば会社が１年に１回やってえんなら、

町でそういうお知らせを、ちゃんとやってくださいということをやったっていい

のではないか、勧奨を。それが国の方針ですから。 

 そういうことも含めてつかめるようにしておくほうが、町全体で見ると将来に

わたって、例えば病気になって仕事を失うと国民健康保険に入ってきます。そこ

で、大変になった人たちだけを面倒見るのかということにもなりかねないので、

それはやっぱり働いている職場の責任として健診をきちっとやってもらう。そう

いうことをやってもらわなければあかんと思いますよ。責任を果たしてもらわな

ければ。そういう意味でも行政がつかむというのは大事なんじゃないかって思う

のですが。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、指定管理の件でございますけれども、道の駅

としての道の駅と温泉というのはたまたま２事業者が入ることになりました。ど

うしても契約年数がずれておりますので、これを合わせて一つの事業所でも取れ

るような機会になるということは考えられることだと思います。ただ、契約年数

を短くするというのは、事業者さんにとって不利なことにもなりますので、手段

としてはどちらか一方長くして合わせるという手段を取るしかないと思います。 

 現実的に事業者さんの努力によって、２回の機会があるわけですから、そこに

対して手を挙げるかどうかというのは事業者さんの判断になろうかと思いますの

で、こちらのほうから積極的にというのは現状では考えにくいことだろうと思い

ます。 
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 それから、債務負担行為の考え方ですけれども、当初、たしか禅の里温泉も債

務負担行為のほうで上げさせていただきました。ただ、後の考え方もあります。

単年度契約というのも取っておりますので、債務負担行為のほうは必要ないかな

という見解もありまして、実は一時期は債務負担行為のほうは上げていなかった

というのは現実でございます。 

 それから、   経費のほうの２分の１のお話ですけれども、これは一昨年、

じっと説明してきたとおりでございます。 

 それと、妊婦乳児健診の５００円の取扱いのことでございますけれども、５０

０円程度でサービスの低下ということをおっしゃっていただきました。ただ、小

さなことですけれども、５００円徴収いただいて社会保障の充実という面から社

会保障の継続という点も考えますと、この程度の負担はお願いしたいというのが

本音でございます。ちなみに県下でこの事業について無料でやっていたのは永平

寺町と池田町だけでございました。他の市町は半分ぐらい納めていただいている

ところもあるようでございます。 

 それから、健康診査のほうの社会保険と国保の保険者の件、当然国民皆保険で

すから、家族の方でもどちらかの保険に入っているというのがほとんどだと思っ

ています。 

 特定健診等の事業については、保険者の義務でありますので、それぞれ保険者

のほうで努力してやっていただきたい。小さなところでも健診を受けていただく、

健康維持に努めていただくというのは人として当然のことだと思いますので、ど

ちらかというのでははなしにして考えていただきたい。当然、町としては全町民

の健康を守るという考え方から、ご案内は皆さんに出しております。そちらのほ

うで受けていただくかどうかの判断は、残念ながら健診の率もそう高い状況では、

誇れるような状況ではないのですけれども、それが現実というところです。 

 今後においては、再三申し上げますけれども、皆さんが覚悟を持って健康維持

に努めていただきたい。高齢化社会を乗り切るにはそれが一番だということでご

ざいます。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私の考えは分かっていただけたのかなとは思いつつ、２つ目

の妊婦乳児健診のところではやっぱり違うのかな。悪いところに合わせるという

のは、あんまり普通は自慢するところじゃないと思います。本当に、子育てにつ

いては社会的に責任を持つっていう宣言をやっぱりしているはずですから、そこ
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は悪いところに合わせるというのは、僕はあんまりいいと思わん。そこがやっぱ

り町としてともやっていますよということを示す意味では、そういうことも大事

なんじゃないかな。 

 健康増進の健診の問題でいうと、最終的には国保で面倒見なあかんようになる

事態が生まれる可能性があるということですよ。そのことを考えると、僕はやっ

ぱり行政はもっと、小さな職場に対しても、いろんな意味でもっと積極的に進め

てくださいよというふうなことを言っていかない限り、国が言う６割なんて簡単

になりませんよ。国がそういう仕事をしてくれって自治体が言うくらいにやらな

いと、そこは行政任せ、自治体任せで、保険者任せだけのことになってしまわな

いか。そういう課題はないように思うので質問いたしました。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 妊婦乳児健診について申し上げます。 

 ５００円を徴収するということで後退かというと、我々はそういうふうには捉

えておりません。この産後医療相談事業事態が２８年度から取り組んできた事業

でございまして、当初、第１子だけが対象だった。第２子、第３子については妊

婦として経験があるから大丈夫だろうという判断の下に第１子のみでした。とこ

ろが、３０年、３１年と全お子さん対象にして   取り組んで、産後も安心し

て、産後鬱にかからないようなケアというところで事業を進めております。 

 こういった観点からすれば、決して後退しているようなことではないと、こう

思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、特別会計予算説明資料２６ページから５３ページ、介護保険特

別会計の通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、介護保険特別会計の補足説明を申し上げ

ます。 

 まず、主要事業一覧表２２ページ、介護保険計画というところで大きくご質問

いただきました。 

 ３月補正でも説明したとおり、今年の補正では１．５億円の増ということにな

りました。これも１０年前と比較して現状と比べますと８５歳以上の方は４００

名増加になっております。給付費、それから在宅サービスの利用する方も増えて

おりますので、この辺も含めてご承知おきください。 
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 在宅介護者の支援として、一般会計でも見ております在宅福祉サービス事業と

して通院、通所を支援する外出支援、それから介護用品支給事業、配食サービス

事業、在宅介護慰労金支給事業などを計上しております。介護保険の任意事業で

は、家族介護者交流事業、それから認知症カフェの費用を計上しております。 

 それから、介護にまつわる不幸な事件があったということで関連してのご質問

ですが、家族介護者支援では、介護者のリフレッシュ事業、介護研修会を開催し、

介護者家族の交流や心身の元気回復を図るということをしております。 

 認知症カフェでは、町内２か所の開設を見ております。認知症の生むにかかわ

らず、当事者や介護者が共に集える場となっております。運営者である地域のボ

ランティアさんが相談事に傾聴し、大きな支援をいただいております。 

 介護者を取り巻く家庭の状況というそういう情報につきましては、ケアマネさ

んから頂くことが多くなります。相談しやすい環境づくりに努めていただくとい

うこととともに、地域ケア会議というのを開催しております。ケアに関する相談、

解決策を多職種で探って解決方策を見いだすという機会を設けております。 

 また、来年、介護保険事業計画を策定するに当たり、高齢者実態調査を現在実

施しました。その中で、介護者の人数等の実態把握をし、介護者支援についても

次の支援を探り、継続していきたいと思っております。 

 それから、主要事業一覧表２３ページ、包括的支援事業の中でご質問です。 

 支え合いの地域づくりの現状と目標ということですが、この事業は、平成２９

年度から取り組んでおります。上志比地区においては平成３０年度に地区研修会

や講演会に参加したことを契機に、自分たちでできることを考えるべく座談会を

開催し、本年度、ひまわりサポートの会の発足を見ております。この会は１１人

で活動を開始します。買物支援とか社協事務所さんの一部で憩いの場の提供など

を企画しておられます。このような地域住民の主体的な活動をしっかり支援し、

多くの地区での展開というのを期待しております。 

 なお、永平寺北地区１回、それから永平寺中地区では２回、座談会を開催して

おります。このフォーラムの様子は、現在ケーブルテレビでも放映中です。引き

続き、支え合いについて地域住民の情報提供、それから意識啓発にも努めていき

たいと思います。 

 それから、地域包括ケアシステムというのは、高齢者だけでなく子どもから高

齢者まで全ての住民が住み慣れた地域で安心して暮らしていけることができる地

域づくりです。行政の任務として、共助である医療、介護の保健サービスの体制
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整備、それから公助である生活保護への支援体制をしっかりと努めるとともに、

自助であるご自身による健康づくり、介護予防、共助であるご近所同士での支援

体制、こういったものが継続していけるよう精いっぱい支援してまいりたいと考

えます。 

 それでは、予算説明書４４ページ、お願いします。 

 地域支援事業の内容と施策ということでご質問いただきました。 

 地域支援事業というのは、被保険者が要介護または要支援の状態になることを

予防し、地域社会に参加しながら自立した日常生活を営むことができるよう支援

することを目的としています。そのために必要な包括的な相談、支援について、

多様な主体の参画による体制整備、医療や介護の連携、認知症高齢者への支援な

ど、構築、推進する事業となります。 

 まず、１つ目の介護予防・生活支援サービス、４４ページの右側になりますが、

日常生活支援総合事業では、チェックリストで対象者を絞りまして事業対象者と

いいますが、その方たちに通所型、訪問型のサービスを提供しております。指定

している事業所は、通所サービス、それから訪問等事業所を指定しております。 

 それから、４５ページの左側ですが、総合事業の対象者の自己負担が限度額を

超えた場合の高額介護サービス費、４５ページの右側では介護予防ケアマネジメ

ント事業ということで要支援者や総合事業対象者に係るケアプラン作成費を見込

んでおります。 

 ４６ページの左側では、一般介護予防事業ですが、全ての高齢者を対象に要介

護の状態とならないように予防活動を行っていただきます。日常生活上の向上、

社会活動への意欲的な参加、生きがい作り、そして筋トレなんかもこのメニュー

でやっております。 

 右側の包括的支援事業の事業区分７項目あるわけですが、このうちの地域包括

支援センターの主たる事業である総合相談事業というものがあります。この費用

を計上しております。 

 ４７ページからは、残りの区分です。権利擁護事業、包括的ケアマネジメント

支援、任意事業、在宅医療・介護連携事業、生活支援体制整備事業、認知症総合

支援事業などなどとなります。 

 全部はご説明申し上げませんけれども、在宅医療・介護連携推進事業としては、

現在、診療所の設立もこちらの事業のほうで展開したことになります。多職種の

連携体制づくりをはじめ、不足する訪問診療体制の充実を図っていきます。 
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 生活支援体制整備事業では、先ほども申し上げました地域の支援を掘り起こし

ていきたいということでございます。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 介護保険計画が新しく変わるということで、また決めていく

ことになりますけど、来年度。そこの意見の中でも、いわゆる在宅で介護してい

る人たちをどうしていくのかという、支援すべきだという声が出ています。 

 実は、敦賀であった不幸な事件以降、ＮＨＫでも在宅で介護されている、それ

も複数介護している人たちの声とか、いろんなご意見を聞きたいということで窓

口を開いて、その間、一貫して取り上げています。 

 それを見ていると、やっぱり不幸な事件、施設に入れる人たちはいいのですけ

ど、今、国民年金ではもう入れませんよね。本当に大変な人は措置という制度も

ありますけど、現実的には在宅でということになります。在宅で頑張っている人

たち、本当に一生懸命頑張っているのでしょうけれども、現実的には不幸な事件

というのはそこで発生していますよね。施設に入っている人たちの中で発生して

いるわけではないですよね。 

 だから、そこへもっと目を向けていかないと、診療所をつくって訪問診療する

ということもそういうところにつながるということで大事ですが、ここをやっぱ

りもっと抜本的に強化する必要があるのではないかと。これは町の単独の事業と

してでも非常に重要な課題ではないかということで取り上げています。 

 単にリフレッシュ事業だけではなしに、とか認知症カフェ、生活相談とかケア

会議なんかやられているのですが、もう少し何か手を差し伸べられることがない

のかな。もともと介護保険が始まったのは、不幸な事件が社会問題になっていっ

たからですよね。介護を社会的にみなおすということやったと思います。それが

一つです。 

 もう一つは、包括的支援事業。地域ケアシステムの構築ですが、これは町長も

そういう組織づくりが大事だということを所信表明というか、その中で触れられ

ました。僕は大事なことやと思います。それをケアシステム、そこに参加する人

たちだけでいろいろ見ていくのかというところでは、さっきと同じような条件、



 －549－

他人だから少し責任が軽くなるということもあるかもしれませんけれども、やは

り背負ってしまう。本当は介護保険で見ていけるのが一番いいのですが、地域で

やっぱりそれなりの見方を考えようと思うと、僕はもうちょっと幅の広い組織づ

くりの中で位置づけないと、担う人がだんだん先細りしてしまうのではないかな

って不安はあるわけですね。そのことをぜひ考えてほしいなと思うのですが。 

 あと、町立診療所の先生の活用の問題はここには入らないのですか。一応主要

事業２４ページのことをちらっと問いたい。その説明なかったですよね。これは

また次？ 

○議長（江守 勲君） 町立診療所はまた別会計で。 

○４番（金元直栄君） いや、町立診療所の事業ではなしに、町のいろんな仕事、そ

ういう医療、介護含めたそういうところの要のところにそういう立場の人が座っ

てもらう。 

 一昨年ですか、私たち教育民生常任委員会で島根の飯南町を視察しましたが、

そこのいわゆる町立病院行ったの。そこの院長は若いですよ、４０代ですよ。４

０代の院長ですけれども、行政のそういう会議の非常に大きい役割を担っている

ということが言われました。専門的な考えを持たれた方ですので、いろんなとこ

ろで声を出していただいている。今度の感染症の問題なんかでも、そういう人が

１人いるのと、それは保健師さんもすごいそういう知見持たれていると思うので

すが、そういう立場の人がいると、もっといろんな進め方も相談できるのではな

いかと思うところから書いておいたのですが。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、在宅高齢者に目をということで、もう少し支

援をということでございますが、現状では地域包括支援センター、それから民生

委員さん、福祉委員さん、いろんな方の目をもって見守り体制も取っております。 

 実際、介護サービスで提供して、どこまでいけるかという点では非常に心配が

なされるところです。といいますのも、現状では福井県ではナンバーワンになり

そうな気配です。給付費を見ても、福井県ナンバーワンになりそうです。加えて

施設サービスも非常に高い永平寺町でございます。今後、地域密着型サービスも

来年２施設増加するという点では、施設的には非常に恵まれた永平寺町になろう

としております。それから、訪問診療についても医療を充実させるというべく町

立診療所の設立を見ております。 

 施設とか介護給付とかこういった点では非常に恵まれているという点で胸を張
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りたいのですけれども、そのほかで何が足りないかというと、やはり地域の覚悟

であったり、支援体制であったり、我々はここがまだ不足しているなというふう

に思っております。 

 それから、家族というつながりも年々薄れてきているというのは実感としてあ

ります。といいますのも、在宅で高齢者の方が困っている。包括なり福祉保健課

の職員が出向いていく。家族についての支援はできません。そちらのほうで何と

かしてください。県外からの電話がかかってきます。連絡が取れない、何とかし

てほしい。我々が出向いていきます。中で倒れていて緊急搬送をお願いした。今

年に入ってもこういった事例が非常に多く出てきています。これが現実だと思っ

ております。ここを何とかするというのはやはり家族同士のつながりでしたり、

地域での見守り、ここにお任せするということになってしまいます。この辺の費

用を全て社会保障のほうに向けていくというのは非常に厳しい現実があるのだな

ということを思っております。 

 包括的支援体制相談事業についても同様のことが言えると思っています。 

 もう一つ、町立診療所の体制と町との関わりということでございますけれども、

これも再三お答えしておりますけれども、指定管理という方式を今のところ取っ

ております。この中の協定というところで、診療所で取り組んでいただくメニュ

ーというのはある程度選択しております。こちらのほうで提案いただいて、それ

を運営協議会のほうへ上げて、診療所のほうでも取り組んでいただくという流れ

になりますので、直接、医療行政を担っているという市町とは若干の対応の後れ

なり不足というのは否めないなということでございます。この辺はご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 僕は施設の問題を言ったのですが、施設をもっともっと造っ

て、みんな入れるようにしろと言っているわけじゃないです。現実的には在宅で

頑張らざるを得ない状況がある。しかし、在宅で頑張っている人たちの間にやっ

ぱり不幸な事件も多い。だから、そういうふうなところにもう少し手を差し伸べ

るような施策を、これ行政の福祉事業も含めて考える時期に来ているのかな。そ

れくらい大きな社会問題にまたなってきてしまった。介護保険導入前もそうでし

たけど。そういうことをぜひお願いしたいと思います。 

 私の言っていることは分かっているのかなと思わんので、ちょっと取り違えて

いる面もあったのかなと思って再度質問させてもらいました。 
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 包括的支援事業も同じです。本当に地域で、僕は地域が介護の肩代わりをする

というのはあんまりいいことやと思いません。でも、そうせざるを得ない。やっ

ぱり近所の人たちがどうなっているかというのは、ちょっとやっぱり声かけも含

めて日常的にできるような条件があったほうが、私がいい年になってきましたか

ら、そのほうが安心できるのではないかなと思うところもあって、それはそれな

りに強化していく課題ではあるけれども、組織づくりについては前から言ってい

ますけど、福祉課と地域包括支援センター、社協の仕事だけではありません。町

全体で取り組む必要があるのではないですか。それを町長の冒頭の挨拶でもそう

いうふうに触れていたので、そういう意味では一歩前進するのかなと思って期待

していたわけです。 

 町立診療所の院長さんなんかの活用については、僕は本当に、こんなときだか

らこそいろいろ相談したほうがいいのではないかなと思います。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 議員おっしゃることは非常によく理解しているつも

りです。在宅高齢者の方にも厚い支援をということは我々もそういうふうに願っ

ております。できる限りのことで支援はしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、私もここで４４から４９ということで挙げさせて

もらいました。 

 というのは、介護保険は当然介護を必要とする、ある面では施設に入るとか、

いろんな必要とする方々の一つの対応。もう一つは、ここに書いてありますよう

に、一般介護予防ですね。それとかそういう予防事業、またはそういうところの

関連になってくると思っています。 

 この予防事業のところで、ここに項目上げますと、介護予防の把握事業で何々、

それから介護予防の普及で予算も立てています。それから介護予防の活動という

ことでも上がっていますし、総合相談も上がっています。今ほど課長も言ったよ

うに、今、いろんな形で介護を必要とする方々、またその方々に対しての対応は

あれですが、今、在宅、それから在地域のところでの高齢者の把握をどうしよう

か、またその方々をどうしようかというのが、まだこれからの事に立っているの

だというふうなご発言あったというように、やはり先ほど金元議員も言いました

が、町長の中でいろんな形の方針の中にもありますし、それから当町のほうも、
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それから全国的にも支え合いのまちづくり、共生社会というのを今うたっている

わけですね。そういうことをやるに当たって、ここはキーポイントになりますね

と。地域の課題、地域の問題、それは少子・高齢化、特に少子化の問題、子ども

の教育も含めて今、教育の在り方も考えていますが、そういうところ、少子化の

関係のところ。それから、今の高齢化によるそういう福祉も含めて、また健康づ

くりも含めて、そういうところが地域の課題として住民の方々が理解して、また

それに対して実践なり動くような活動が必要ですよと。 

 それは町長も言っていますように、福祉課とか今のそこだけじゃなくて、ある

面では全国的にも公民館活動の中から地域の方々にそういう認識をしてもらって

実践活動を行う。そういう動きがキーワードの中に、教育とか介護とか、それか

ら医療とか、そういうものが今全国的に注目されているし、実際そのように動い

ている。 

 そういう中から、今ここの重要性を言っているわけですね。例えば今、ここの

４６ページのこの項目であったり、４６ページの右のところの相談事業であった

り、それからその後のほうの４８ページの右のほうの介護推進事業の委託をして

いますがそれとか、いろんな認知症のところであるとか、そういう項目ごとにそ

ういう動きをしている。だから、その具体的なところは今ほど説明いただいたよ

うに、認知症だったらその一つの表れとして認知症カフェとか、そういうふうな

住民組織がだんだん動いてきたよ。それから、いろんな地域コーディネーターの

ところでは、上志比のひまわりのところが出てきました。そういう動きが出てき

たわけですね。 

 だから、それを大事にしながら、やっぱりそれを町全体の動きとして、また町

の今言う動きの中でのキーワードはここだよ。だから、その地域づくりも、共生

のまちづくりをするためには、例えばそういう動きをぜひ町全体で動かなあかん

のじゃないかなと私は思っているわけですが、そういう観点からぜひ動きを充実

する。また、地域を巻き込むような組織体系を、やはり福祉課だけじゃなくて、

ある面では町行政としてそのキーポイントがここだよと。現実的にその地域には

課題があるわけですよ。少子化の問題であるとか。だから、それをやはり前面に

出して、地域の方々に訴えていく。それで、みんなで考えましょうねという動き

をぜひ何か一歩でもできたらなというふうに思っています。 

 その一つが健康作りでしたり、今、永平寺の健康長寿クラブがいろんなところ

であるとか、それから今の３年日記、それは認知症も含めてですが、それで一つ
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の動きであるとか、百歳体操の動きであるとか、そういうことが地域に出てきた

し、サロン活動なんかも９０集落のうちもうほとんどがサロン活動、動いていま

すね。そんなのをぜひとも利用しながら、それから防災の組織も利用しながら、

そういう組織が必要じゃないかというふうに思って、今回あえてこういうのを課

題に挙げさせてもらったわけです。 

 全体的にはそういうことですが、個別にいろいろなことについてはいろいろあ

るかと思いますが、そういうことはちょっと思いましたので、それの所見があれ

ばお答えいただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） こういった地域で、各課横断で、公民館で、いろいろこうい

った支え合いのまちづくりというのも大事です。 

 もう一つ、これご覧のとおりいろんなサービスが年々年々増えてきて、さらに

２０４０年に向かってずっとどういうふうに社会保障を維持していくか、これが

大事になってくる中で、まず健康づくり、住民の地域づくりという点での各課の

連携。そして、将来にこの町をつなげていくためのいろいろな、例えばＭａａＳ

であったり、今やっている学校の在り方であったり、幼児園であったり、道路の

整備、農林、農業、そういったことを含めて、次、やっぱり人口の体系であった

り、これからの社会保障とかいろいろなことを想定しながら、どういうふうに今

の町の財政のバランスが変わっていくのか。どこを重点的にしていかなければい

けないのか。 

 一方、社会保障を支払う若い世代、子育て世代とかそういった世代をしっかり

支えることによって、しっかり安心して高齢者の皆さんが生活することができる

とか、こういったことを今本当に考えればいけない時期に来ていると思います。 

 私も、もちろん議員の皆さんもそれぞれの理想がある中で、やっぱりその理想

を大切に、ただ、現実をしっかりと見据えて進めていかなければいけないと思い

ますので、またこれからもいろいろなご指導をよろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） よろしいですか。 

○２番（上田 誠君） はい。 

○議長（江守 勲君） 通告に対する関連質疑ございますか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 支え合いの地域づくりということで今話が進んでいるので

すけれども、ずばり主要事業の２３ページになりますけれども、最終的な目標で
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あるこういった活動で、こういった組織で取り組んでいくのだという目標を設定

されているのかどうかということを確認します。 

 お話の中で、上志比地区でのひまわりサポート会というのが具体的な最終目標

で、しっかりとその地域で支え合う組織というのが出来上がったわけですから、

こういった具体的な目標というのを設定していくというのは非常に大事なんじゃ

ないかなと思いますので。今、目標を持っておられるのかどうかということ。 

 そして、今後、どういう具合に設定していくのかというところを併せてお話し

していただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 支え合いの地域づくりで地域の見守りの目標という

ことでお答えいたします。 

 まずは、先ほど上田議員もおっしゃっていましたが、地域の振興協議会、こち

らとリンクするのかもしれません。そうであれば、各小学校区ということも一つ

の目標になってこようかと思います。 

 ただ、生活する体制においてそれぞれ課題を見いだしていく中で、地域によっ

ては差が出てくると思います。ですから、一番小さいところでは集落単位なり自

治会単位というのが考えられます。ですから、数という目標においては、なかな

か申し上げにくいかなと思います。 

 ただ、その活動する範囲として、内容といいますか範囲として、将来的な目標

であるのであれば生活体制の中である程度居場所をつくったり、デイケアをして

みたりという、ちょっとど忘れしていますけど地域支援事業の中である程度指定

事業者となれるような体制をできれば想定したいなと思います。 

 そこまで取り組む必要があるところと、果たしてないところもあるかもしれま

せん。その地域の高齢者を支援する方の力によっても差が出てくると思いますが、

最終的な目標としては介護保険サービス外で、給付費以外で支える体制ができれ

ばな。ある程度の支援については、現状であれば地域支援事業の枠組みの中で支

援していけるかなということを思っております。 

○議長（江守 勲君） １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） やはり最終目標としては、繰り返しますけれども具体的な

組織が出来上がって、こういう多様な生活支援をやっているのだというのを永平

寺町の中でどんどん進めていくと、見える姿で。これはぜひとも設定していただ

きたいと思います。セミナーを開催する、それから地域の座談会を開催する、こ
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れも途中のプロセスですから、最終的にはそういった組織、支え合いの組織がで

きているというところです。 

 例えば介護保険事業計画、ここで設定するのがいいのかどうか分かりませんけ

れども、一つ目標としてしっかり設定して、そして地域も含めて取り組んでいか

ないかん事業じゃないかなと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、特別会計予算説明資料５４ページから５６ページ、町立在宅訪

問診療所特別会計の通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、通告いただきましたので１点だけ回答申

し上げます。 

 町立診療所の先ほども質問ありましたけど、健康づくりや地域医療への意見な

どということでございます。 

 診療所が主体となる健康づくり活動としては、今年度、無料でフレイル、サル

コペニア検診というのを行いました。寝たきりを防止するため、筋力量の測定と

いうのがメインとなります。こちらについては４回開催して３０名の方が検診を

受けておられます。 

 今後、町で養成したフレイルサポーターさん、こちらと連携できるように企画

して進めていきたいなと思っております。 

 それから、診療所の先生には地域福祉計画策定委員としても参画いただきまし

た。地域包括ケアシステムの構築、それから訪問診療というのをテーマにした地

区説明会、こちらにも出席いただいております。また民生委員児童委員、それか

ら健康長寿クラブの団体に向けてもスタッフとともに講演会も開催していただい

ております。 

 それから、地域包括支援センターとケアマネさんとの勉強会、訪問診療を支え

るという面ではケアマネさんとの連絡体制というのは非常に大きなものがありま

す。地域に根差した診療所の事業として継続していきたいと思っております。 

 それから、診療所発信の事業展開というのが一番望まれますが、今後、地域医

療の傾向、データなども活用しながら、保健、医療、介護と連携した健康づくり

への体制づくりというのを進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 
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 先に通告者の質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） もうできて本当に期待していますし、この診療所がやっぱり

地域に果たしていただく役割は大きいのではないかなと思っています。 

 さっきから言っているように、地域医療への関わり方を、今までいろいろ一緒

に説明会に出席していただくとかということで協力いただいてきたということは

聞いております。それからもうちょっと一歩進んで、何かそういう協力してやっ

ていくことに入っていただくようなことはできないのだろうかというのが一つ。 

 もう一つ、これ特別会計ですよね。特別会計でもやっぱり指定管理という方法

があるのですか。あんまり聞いたことないのですけどね。特別会計でやるなら、

指定管理でなしに直接運営ということじゃないのですか。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 先ほどの質問の中でもお答えいたしましたけれども、

指定管理という中では町内の先生方、開業医の先生方と同様の関わり方にまずは

なろうかと思います。ここは原則やと思っています。 

 ただし、協定の中でいろんなお願いする項目なんかも設けておりますので、そ

の辺は多少、永平寺町に向いた活動に期待が持てるなということでご理解いただ

きたい。原則は１医療機関の先生方です。ただし、ちょっと協力していただき、

安いなということで思っております。 

 それからもう一つは、会計の設け方ということでございますが、あくまでも直

営、開設者は永平寺町です。診療所の先生方は大学の職員さんです。町職員では

ありませんので、一般会計で設けるというのはふさわしくないという判断を開設

当時に行ったと思っています。特別会計を持って処理しているというのが一番妥

当な方法かなと。なおかつ、診療報酬については全額、永平寺町のほうに入って

きております。この辺も踏まえて特別会計で処理しているということをご理解く

ださい。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 何か、関わりの問題ではもう本当に地域にとっては、町民に

とってみると本当に最後、そこに頼れるところがあると、それは安心感をさらに

増してくれるのかなという意味では、前から言っているように僕は期待していま

す。一気でなくても、地道にやっぱり積み上げていって、安定した経営力をつけ
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てほしいと思います。 

 ただ、本当に特別会計なのに、ちょっと違和感がある運営方法だな。こんなこ

と       地域包括支援センターも同じような感じです。それだけ言って

おきます。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これ一般会計でやるよりも特別会計でやったほうがお金の流

れが見えますので、議会の皆さんもチェックしやすい環境かなと思いますので。 

○  （    君）          。 

○町長（河合永充君）そうでしょう。 

○議長（江守 勲君） よろしいですか。 

 それでは次に、通告質問に対する関連質疑ございませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 関連でお願いします。 

 先ほども地域の老人の方を、その介護のところで見ていた中で、私、やはり町

立診療所、先ほど言いましたように課長は町立診療所も一医療機関の中の仲間だ

よとおっしゃっていました。しかしながら、その一医療機関の仲間でありながら

町立という名前がついているし、お金の会計のところもこちらが入っていく部分

があります。 

 それならば、一般質問でもちょっと言いましたが、いかに住民の方々が町立診

療所のいろんな動きを、言葉は悪いですけれども利用するというか、それを高め

ることをやれば、町立診療所がより生きてくる。町立診療所の目的の中にも一応

一番は医療のところをきちっと永平寺町内で高齢者も含めて町民の医療を確保し

ていきましょう。もう一つは、いろんな形で健康づくりであるとか、町民の意識

向上とかそういうものを手助けしますよと。そこれは手助けの部分だろうと思い

ますね。その手助けをするのであれば、そういう動かす力はやはり住民のそうい

う組織であったり、それから町のそういう動き方によって、それが変わってくる

と思いますので、ぜひそれを先ほど言いました町民一体型の支え合いのまちづく

りであるとか、共生社会の中の医療部門であったり、そういう部分の一つの動き

の中でぜひ活用できるような体制をお願いしたいというので、あえてここら辺り

も含めてお願いしたいと。ちょっと「だばっ」としてしまって申し訳ないのです

が、そういう意味でお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） 福祉保健課長が一診療所という表現を使いました。実はこれ、

永平寺町には多くの診療所があって、地域に根差しております。やはりそこの各

お医者さんの診療所を私たちもしっかり大事にしていきたい。その一つとして、

御陵地区の診療所があるというまず位置づけ。それと、在宅訪問をするという位

置づけ。これは町のそういったお医者さんと連携を取って、また紹介もしていた

だいて、町のお医者さんがちょっと行けないところは永平寺町立診療所が行くと

いうそういった連携。また、協定の中でいろいろな審議会とかそういったところ

に所長に入っていただいて、いろいろなそういった在宅とかそういった見地で発

言いただく。また、いろいろなつながり、連携というのもこれから出てくると思

いますので、いろいろなバランスといいますか、関係といいますか、尊重しなけ

ればいけないところもありますし、そういったのもやりながら、また町立診療所、

上田議員おっしゃるとおり町の診療所ですので、町のほうの福祉とか在宅とか、

ここにしっかりと何かの形、足跡が残るようなことは何とかやっていきたいなと

いうふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 補足になるかもしれませんけど、一応町立診療所は

地域包括ケアシステムの中の医療体制、ここの充実というところで我々は捉えて

います。 

 町全体の施策の中では確かに保健事業とか高齢者の予防事業とかいろんな面で

ご意見を頂くというところで必要になってくると思います。ことの点を考慮しま

して、診療所の運営協議会というのを設けております。１回目開催して、来年に

向けてまたご意見頂きながら進めていくということになりますので、議員も参画

いただいておりますけれども、そちらのほうの意見を聞きながら診療所は運営し

ていきたい。大学に対して、指定管理の中で要望していきたいという考えでござ

います。 

○議長（江守 勲君） ほか関連質疑ございませんか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

（午後 ２時１４分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時３０分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開します。 

（録音切れ） 
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○子育て支援課長（吉川貞夫君）  

の資料を確認しますと、大野市は１８歳まで拡充しますが、１９、二十歳につい

ては県内の大学または専門学校に通学している子どものみを対象にするというこ

とで特例的にするということでございます。 

 それと、その拡大分３１８万２，０００円を持っていますが、この根拠となり

ますが、実際１０月から実施ということになりますと、助成金の支給につきまし

ては、診療月から二月後になります。ですから、１０月の診療分については１２

月から支給が始まるということで、令和２年度につきましては１２月から３月ま

で４か月分として予算を計上させていただいております。 

 その１か月分の根拠でございますが、これにつきましては中学校の実績、中学

校１年から３年までの実績を基に、見込みとして７５％、中学校の実績の７５％

を１か月の見込みにしまして、一月７９万５，５００円掛ける４か月というふう

に算出をしておりますので、よろしくお願いします。 

 次、説明書７６ページでございます。 

 ７６ページの右側、保育園施設管理諸経費に関しまして、今年、施設管理委託

料を計上しておりますが、昨年度はゼロでございました。以前はどのようにして

いたのかということでございますが、これまではその施設関係の経費については、

その左側の運営諸経費のほうで計上しておりました。やはり予算の編成時に精査

をしましたところ、施設に関する経費というのをやっぱり施設管理で持つべきだ

ろうということで、項目を変えたということでございまして、昨年までは運営経

費のほうで支出をしていたということでご理解を願います。 

 次、７７ページの右側でございます。 

 幼児園・幼稚園リフレッシュ事業について、長期保全計画との関連、整合性と

いうことでご質問されています。 

 まず、令和２年度における工事につきましては、志比幼児園の空調の改修をお

願いしております。この空調の改修は計画では令和４年から令和８年の期間のう

ちで改修予定でございましたが、設備の老朽化、また空調の効率が悪いというこ

とで、子どもたちの環境を改善するということで、前倒しで改修をさせていただ

きたいというふうに考えています。 

 令和２年度の計画につきましては、松岡西幼児園での事後保全による改修で、

電気設備とか換気機器の改修がございますが、これはそのリフレッシュ事業の修

繕費のほうで対応したいというふうに考えております。なお、予防保全につきま



 －560－

しては、再編計画策定後に全ての施設を含めて長期保全計画の見直しを行うとい

うことを以前も申し上げております。その予定ですので、その旨ご理解をお願い

したいと思います。 

 説明書７８ページでございます。 

 右側、多子世帯子育て応援事業でございます。これは令和２年度からの新規事

業でございますが、内容がもう少し分かるようにしてほしい。要綱などを示して

ということをご質問いただいています。 

 要綱については、お示しできるのはもう少しお時間を頂きたいというふうに思

います。まず、県の補助要綱が示され、それに準じて町の要綱策定というふうに

考えております。要綱としては、新規で行う事業と既存の事業、いわゆる今まで

第３子以降の補助がありましたが、それと併せて策定することになると思います。 

 実は県で市町担当者会が先月の２８日に行う予定でしたが、昨今の新型コロナ

ウイルス対策の関係で中止になったということで、その会議がまだ行われており

ません。申し訳ありませんが、策定しましたらお示しすることでお願いをしたい

と思います。 

 事業について概略を説明させていただきます。 

 事業としては３つございまして、まずは在宅育児応援手当支給でございます。

いわゆる第２子以降で、保育所に預けず在宅で育児している家庭に毎月の手当を

支給する。額的には子ども１人当たり１万円。対象期間、生後２か月から、その

子が３歳になるまで。ゼロ歳から２歳の子どもを家庭で育てる世帯であって、保

育所に入所させない。世帯年収３６０万円未満であることが一応条件となってお

ります。 

 ２点目でございますが、保育料無償化でございまして、これまで第３子以降は

所得制限なしに無償化をしておりますが、新規の拡充としまして国の幼児教育無

償化の対象外、いわゆるゼロ歳から２歳児で、世帯収入３６０万円未満の世帯の

第２子について保育料を無償化するものです。この事業は、歳入の保育料のほう

で措置するということになりますので、歳出での措置はございません。 

 ３点目でございますが、すみずみ子育てサポート、一時 預かり、病児・病後

児保育の利用料の無償化です。第２子に拡充しますが、これについては、所得制

限は設けず、ゼロ歳から６歳児、未就学児を対象に無償化するというものでござ

います。 

 この事業の予算措置は、それぞれこれまでの継続事業となっておりますので、
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その予算のほうで対応するということでお願いしたいと思います。 

 同じ事業で、世帯数を何人見ているのだということでございますが、予算の積

算では子ども１０人と見ています。これにつきましては、いわゆる幼児園に入園

している子どもの中で、階層別に積算をしまして、その割合を基に未就園児の人

数を掛けて積算をしました。ただ、現実的に何人対象になるかというのは事業を

開始しないと正直言って分からない面もあります。この面については、実績に応

じてまた予算とかをお願いすることがありますので、よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

 次に、８１ページでございます。 

 すみずみ子育てサポート事業の中で、ご質問で突発的に発生するサポート事業

は何件あるのかというようなご質問をいただいておりますが、まず子育てサポー

ト事業には生活支援事業、家事支援と短時間保育事業等がございます。もともと

利用者は利用登録をいただき、生活支援事業はシルバー人材センターに委託して

事業を行っている。短時間保育については、福井市の託児所くるみ、あとハーツ

きっずに直接申し込むことによって実施をしているということをご理解願いたい

と思います。 

 突発的に発生する件数ということですが、生活支援事業につきましてはシルバ

ー人材センターとしっかり連絡を取りながら、利用する家庭は計画的に利用をし

ておりますし、短時間保育事業につきましても、この事業はもともとその日に今

からお願いしますと言っても対応できるような町との契約になっておるというこ

とです。短時間保育の利用の理由というのは問いません。リフレッシュとか買物

とか、そういうことも問いません。ですから、突発的にということに関しては、

我々は何件あるということには該当しないというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いをします。 

 次です。８０ページをお願いします。 

 すみません。９０ページ、お願いします。すみません。８５ページです。申し

訳ございません。 

 給食調理室のエアコンの取替えの必要性があるのかということでございます

が、令和２年度に改修をお願いすることによって、そのほかに取替えが必要とい

うところはございません。 

 よろしくお願いします。 

 次に、９０ページ、お願いします。 
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 なかよし幼児園の保育園運営諸経費の中で、園児管理システムについてご質問

いただいております。 

 まず、このシステムについて、なかよし幼児園導入、ほかの園についてはどう

かというふうなご質問をいただいておりますが、我々のほうで今考えていますの

が、まずこの園児管理システム導入は、業務の効率化において非常に効果がある

というふうに期待をしております。まず、なかよし幼児園に導入して、システム

に対応した業務をしっかり確立、構築することが大事だと思っています。そのこ

とによって、次年度以降、他の園の導入を検討したいというふうに考えておりま

すので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 次に、システムの中で登降園児のチェックをカードで行うということになって

おりますが、その保護者に渡すカードの枚数についてご質問いただいております。 

 今現段階では、保護者には園より１枚お渡しをしようと思っています。ただ、

複数のカードを希望する家庭もあろうかと思いますから、その点については１枚

を実費でお渡しする予定でおります。１枚当たり２，２００円と考えております

が。ただ、複数枚数といっても乱発するわけにいきませんので、今のところ１園

児２枚までというふうに考えております。ただ、導入後の状況により考えたいと

思います。ただ、複数枚交付することによりセキュリティの問題もありますので、

そこのところは慎重に考えていきたいなというふうに思います。 

 次に、９４ページでございます。 

 右側、志比幼児園の保育園施設管理諸経費でございますが、まず志比幼児園の

電気料２８８万１，０００円を計上しておりますが、非常に高いのではないかと。

改善できたのではないかということのご質問です。 

 志比幼児園の空調は高圧で入っていまして、蓄熱式の空調を取り入れておりま

した。もともと施設の関係上、ほかの園よりも電気料は高くなっています。ただ、

設備が老朽化して、フルで動いていなかったこと、ロスがあったことでございま

して、昨年度、基盤等の修繕を行い、空調の効果を上げることをしました。修繕

の結果、フルで動くことができたとなったので、その関係で電気代が高くなった

と考えています。ただ、空調の効果はあったと。 

 ただ、そう言いながらも設備が老朽化していて、今、修繕があっても部品がも

う調達できないということもあるので、令和２年度に改修をお願いするというこ

とでございます。その改修は、現在の集中方式から個別方式に切り替えるという

こともありますので、電気代について、改修後は安くなるということを考えてお
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りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、幼児園、幼稚園全般にかけて、地域交流事業の内容について詳しく教

えてほしいということがありましたので、全体の園について概略を説明させてい

ただきます。 

 様々な園によっては特色を持った交流事業を行っておりまして、大まかに挙げ

ますと地域の方と一緒に子どもたちが花壇作りとか畑作りを実施するということ

です。それと、地域の高齢者サロンや高齢者の施設へ出向いて交流をするという

ことをやっています。 

 また、地域の方を講師に招いて園の特色を生かした様々な教室も行っておりま

す。園ごとに紹介しますと、松岡東幼児園では空手教室を行っています。西幼児

園では和太鼓教室、運動遊び教室。御陵幼児園ではサッカー教室、礼儀作法教室。

なかよし幼児園ではサッカー教室と踊り教室、日本舞踊です。志比南幼児園では

空手教室、英語教室。志比幼児園ではお茶教室、空手教室、英語教室。志比北幼

児園ではお茶教室、和太鼓教室。上志比幼児園も同じようにお茶教室、和太鼓教

室。松岡幼児園では和太鼓教室とあと体操教室というのも実際行っております。

吉野幼稚園では自然教室、あと和太鼓教室、あと畑で作った野菜での創作活動す

る教室も行っており、本当に地域の方が熱心に子どもたちに対して関わっていた

だいているということで、本当に感謝申し上げたいと思います。 

 あと、そのほか季節に応じた行事があります。３月ですとひな祭り会とか季節

に応じた行事がございます。その行事に関しては、園児の祖父母とか、あと地域

のおじいちゃん、おばあちゃんを招いて一緒に季節の行事を楽しむということも

交流として行っているということでお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） なかよし幼児園に導入するカードの園児の登下校の管理で

すけれども、これカードでと書いてある、カードを渡されるのだろうと思うので

すけど、以前私、テレビのコマーシャルか何かで園児の顔認証によるシステムが

あることを見たことがあるのですよね。園児の顔認証でしたら、例えば行き、親
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が行って、帰り、別の人が行っても、子どもの顔で認証するわけですからカード

は必要ありませんし、顔認証ですとほかの情報が漏れる、個人情報が漏れること

もないと思うので、そういうシステム自体を再検討されるということはできない

のでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 私どものところにもいろんな関連業者のほうから

サービスの案内が来ております。顔認証というのも私も知っております。ドラえ

もんみたいのがあって、そこに顔をつけると分かるというのもあります。ただ、

やはり経費的なところが非常にかかるというふうなところもあります。 

 やっぱり今まで手作業でやっていたことを、少しでも業務改善をするために何

かできないかということを考えて、今、経費と相談をしながらこういうことを導

入したということでご理解願いたいと思います。 

 ただ、議員さんおっしゃいましたように、それが、非常に効果があるというこ

と、あとやっぱり経費の面ですね。そことバランス取ることも必要ですから、ま

ずはこのシステムで業務の効率化を図っていくということも必要かなと思ってい

ますので、その点ご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） すみません。一緒に聞けばよかったのに申し訳ありません。 

 要するに３歳未満の子どもの在宅保育の支援の部分なのですけれども、３６０

万円未満。この場合は１人月１万円ということですので、例えば双子さんだとか

ゼロ歳と１歳とか、ゼロ歳と２歳、２歳、３歳とかという多子にわたった場合は

１人１万円ということは、その人数分が支給されるというふうに解釈すればよろ

しいのですよね。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） そのとおりで解釈して、お願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 子ども医療費助成ですけど、別に今１５歳までやっているな

ら、そのシステムで１８歳まですぐにできんのかな。県が１０月だから、９月だ

からっていうことにこだわる必要はないと。大野なかんではもう少し幅を広げて

という報道もありましたから、そこは大事なのかなということを思いました。 
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 多子世帯子育て応援の一つは、３６０万未満の世帯が対象で、在宅で頑張って

いる親にということですね。本当にこれ聞くと、何で介護保険でないのだろう。

介護はもっと大変なのにという話もあるので僕はさっき質問したのですけど、答

えなかったということですけれども。 

 それは別にして、本当に家庭でもんもんとされている子育て、特に核家族世帯

はもんもんとしている人たちも多いということですから、本町でも訪問なんかも

しながら相談に乗るということもやるという話を聞いているので、これは非常に

いいことやと思います。 

 ただ、所得制限設けなくていいのではないですか。そこが大事ではないかなっ

て私は思いますね。最もこの世代で、旦那だけの収入が３６０万円以上になると

いうとかなり大変なんかなって、要するにたくさんもらっている人なんかなって

思わんでもないですけど、現実的にはそういうふうなところは本当に在宅で頑張

っている。在宅で頑張っている理由の一つに、この世代は保育料が要るのですよ

ね。それを働きに行って稼ぐよりか、うちでちょっと我慢したほうが保育料に見

合う条件も出てくるというので行かない、保育園へ出さないという人もいた。た

だ、２子以降については今支援が出てきていますから、そういう意味ではちょっ

とどうなのかなって思わんでもないですけど、そういうことを考えるとやっぱり

支援欲しいなということで思っています。 

 それに、最後に僕は質問で加えていたのですが、幼保の統廃合、民営化の進め

方の方向性だけはやっぱりここで示しておいてほしいなと思います。どういう方

向で進むのか。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 多子世帯に関しまして、所得制限３６０万円未満

世帯。あと、育児休業給付金を受給していないということも条件の一つに入って

おります。育児休業を取得していて、休業給付金をもらうのでは対象外というふ

うになっています。 

 これにつきましては、この事業を構築する過程において、県のほうから幼児教

育無償化に伴って新規事業を立ち上げたいというふうな議論もありました。そう

いうことを市町担当課長会とかでいろいろ議論してきたのですけれども、そうい

う中でやっぱり現状、今の入園の状況とか在宅の状況とかということを考慮した

上では、所得制限なしというのはいかがなものかというような考え方もございま

した。現実にゼロ歳、１歳、２歳児未満児の入園がやっぱり県下どの市町も増え
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ているという現状があります。一方では在宅でなかなか見る家庭が少なくなって

きているというところもあります。そういう面は、今お話ししましたように、在

宅で育児をしているところにはやっぱり応援しましょうという。ただ、その応援

するのも全てをするのがどうなのか、所得制限等を設けてという議論しました結

果、低所得者の方を対象に、まずしましょうということになったということです

ので、私としてはその考え方は非常に理にかなっている、合理的な考え方だとい

うふうに理解をしております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 幼保の統廃合、民営化につきましては別のところで議会にご

説明して、建設的に議論をさせていただいております。また、今回のこの予算の

中には、その統廃合についての予算は含まれておりませんので、ご理解よろしく

お願いします。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） でも、今年か来年にかけて進めていく事業には違いないので

すから、そこに、それは関係する人たちの報酬、要するに給料なんかも入ってい

るわけですね。だから、それ予算に関わりのあるということですよ。 

 だから、民営化の判断はいつ頃、どうしていくのかって、誰がしてきたのか。

議会の判断の前に、住民説明が先だと私は思っているのですけど、何といっても

やっぱり住民に問うたアンケートの結果とは大きく違う方向に踏み出しているわ

けですから、ここは住民との関係というのは大事なのかな。特に対象となる地域

の住民との関係では、説明する必要があるのではないかなと私は思っています。 

○議長（江守 勲君） 金元議員、金元議員。 

○４番（金元直栄君） いや、それは幾ら言っても、ちゃんと職員が進めているので、

その職員の進める報酬はこの予算で組まれています。 

○  （    君）                     。 

○４番（金元直栄君）     予算に組んで        。 

○議長（江守 勲君） それはしっかりと議会としても別の場で審議する場を設けて

いますので。予算の項目に関わることも、そうやって拡大解釈で何でも言われる

……。 

○４番（金元直栄君） いや、拡大解釈じゃない。 

○議長（江守 勲君） いや、拡大解釈です。もう審議する場を設けていますので、
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そこでしっかり議論してください。 

○４番（金元直栄君）                          。 

○議長（江守 勲君） じゃ、予算の項目挙げてくださいよ、通告の中に。 

○４番（金元直栄君）              。 

○議長（江守 勲君） いや、人件費は、直接はこの項目とは関係ないでしょう。こ

の統廃合の人件費という人件費じゃないでしょう。 

○  （    君）               。 

○議長（江守 勲君） いやいや、金元さんのこじつけのほうが僕どうなんかなと思

う。 

○４番（金元直栄君） こじつけじゃない            。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、議会の場でいろいろ説明させていただいて議論しており

まして、また、その中で決まったことによってちょっと補正をお願いするという

ことも今お話をさせていただいておりますし、また一つ、建設的に議論して決め

ていった中で、また。アンケートというのもしっかりと、それを分かりながら今

お示ししておりますし、またその後、決まり次第、これも何度も申し上げていま

すが住民の皆さんに説明するという    予算委員会ではなしに違う議論する

場でお話をしておりますので、ご理解をよろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 金元君。 

○４番（金元直栄君） 一つだけ確認ですが、その議会で先に決めて住民に説明する

ということですね。要するに住民説明が先にはならないということで捉えていい

のですね。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、町は示していっております。一つずつ示していっており

ます。それで皆さんの了解を取りながら、ある程度方向が出たときに町の正式な、

今、方向性は出しておりますが、正式な決定として住民の皆さんにお話をしてい

く。これが逆になって、住民の皆さんに先お話をした中で、町民の代表の皆さん

がまた違った意見を持たれるとか、共有できてないとか、これになりますと逆に

住民の皆さんは混乱する可能性がありますので、一つ一つ手順を追ってやってい

きたいなというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（江守 勲君） なければ、通告に対する関連質疑もありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 保育園運営諸費のなかよし保育園で今度導入する新しいシ

ステムの件ですけれども、先ほど長岡議員も言われていたとおり、いろいろなの

がありますね。議会に来ている自治体通信というところにもありまして、これが

……。ミモテというやつで、多分保育士がタブレットを持ちながら、気づいたこ

とをその場でずっと入れて、それを保育士全員が共有していくというやり方でや

るらしいですよ。それもどれぐらい費用かかるか全く分からないのですが、何を

言いたいかといったら、いろんな機種がある中で、いわゆる現場の保育士さんが

どう選択しているのかなということを聞きたいなと思って。 

 今回、これをやって、またほかのところもこんなことも欲しいなというところ

では、また実際に切り替えるということも考えているのか、その辺教えてくださ

い。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） このシステムに関しては、３つの機能があります。

大事な機能が。一つは登降園管理ですね。カードをカードリーダーにかざすこと

で登園、降園の時間がきちっと管理できるという点がまず１点目です。 

 もう１点が、園と保護者との連絡ツールです。現状では、通常の電話ですよね。

電話でやること。また、一斉に緊急の場合には緊急メールを発するという、これ

は一方通行で発するということになります。この連絡ツールがあることによって、

保護者と園が双方で連絡が取り合える。アプリでありますから取り合えるという

ことです。極端に言うと、例を挙げますと、園児が休みますっていった場合には、

まず電話で保護者が園にかけて、あした休みます、今日休みますというふうな連

絡があるのですけれども、保護者も朝忙しい、なかなか出勤がありますという場

合には、そのアプリで事前に園のほうへ連絡していただければ、園のほうがそれ

をキャッチすることできますし、それが自動的に園の登園の管理にも反映される

というところです。あと、緊急連絡についても園全体もあれば、クラスごとの連

絡もできる、双方でできるというようなメリットがあります。 

 ３点目が、保育士が行っている指導案です。年間計画、あと月案、週案、あと

通常日誌です。それを今は手書きでやっている職員もいれば、パソコンで管理し

ている職員もいます。様々います。フォーマット上も書き方もなかなか統一され

ないというところもあります。そうなりますと、やっぱり園で情報を共有すると
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か、１０園全体で共有するという面では、これからなかなか大変だろうというよ

うなこともありまして、このシステムを導入することによって全ての職員が情報

を共有する。また、年度替わりでクラスの担任が替わったときにその情報を見れ

ば状況が分かるということをしっかりやっていきたいなと。 

 ただ、今応用面がありましたけれども、今、一つのシステム的にはありますが、

それをなかよし幼児園に導入して永平寺町の保育の状態と、そのシステムとをリ

ンクさせながら永平寺町に合ったバージョンというのを作成していくということ

で、今年はなかよし幼児園に導入して、１年間しっかりやっていきたいというこ

とを考えております。 

 このシステムは様々、いろんなシステムがあって、いろんな会社も出していま

す。ただ、経費の面とか、あと管理の面等を考えまして、このシステムをまず導

入して、園の業務の効率化を図りたいなということが一番の観点でございまして、

しっかりその園の、永平寺町の保育の状態に合わせるようにしっかり対応してい

きたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ここにも書いてあったのですけど、かなり今言った保育士

さんが書くという事務作業とかというのが結構、すぐ気づいたら入れるという作

業は要るのですけれども、後々楽になるということは言っています。 

 もう一つ、これを入れることによって、保護者との関係で割と今まで、例えば

動画で見せることができるとか、気づいたのをすぐ。何かそんなことはないので

すか。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 日常の保育の状態を例えば動画に撮って保護者に

配信するとかという機能までは考えておりません。 

 ただ、連絡アプリについては、どちらかというと今までは園から一方的に出し

ていたのが多いです。保護者から来るというのはどちらかというと連絡、今日休

みますとかそういうふうなことが多かったのが、そういうアプリを使って連絡を

取ることによって、双方から連絡ができるということです。あと、園から保護者

に連絡するときにも、全員にする場合もありますし、クラスごとに担任がする場

合もあります。そういう面で、例えば例を挙げますと、あしたこういう行事があ

るからこういう持ち物必要ですよっていうことなんかも、今まではどっちかとい

うと確認の意味ではお迎えのときにお知らせをしていたというところがあるので



 －570－

すが、でも、そのアプリを使えば担任がぱっと送れば分かるというようなところ

も非常に便利かなって思います。 

 やはり業務効率化を考えたときに、このシステムをいかに園の事情に合わせて

自分らが使いやすいようにやっていくかということをしっかり取り組んでいくこ

とが大事だというふうに思っていますので、まずは何度も触れますがなかよし幼

児園でしっかり導入させていただいて、そこを検証していきたいというふうに思

っています。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほか、関連質疑ございませんか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

（午後 ３時０６分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時０７分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま議案第６号、令和２年度永平寺町一般会計予算の審議の途中ですが、

本日の会議はこの程度にとどめ延会したいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（江守 勲君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 なお、明日７日から８日までを休会としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（江守 勲君） 異議なしと認めます。 

 よって、明日７日から８日までを休会とします。 

 ３月９日は午前９時より本会議を開きますので、ご参集のほどよろしくお願い

します。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ３時０８分 延会） 


